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昼
間
電
力
削
減
と
省
エ
ネ
・
省

C
O
²を
実
現
す
る
技
術
と
し
て
、

近
年
注
目
を
集
め
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
、
電
力
負
荷
の
ピ
ー
ク
シ
フ
ト

と
い
う
面
に
お
い
て
も
優
れ
た
効
果

を
発
揮
す
る
。

　

今
号
の
特
集
で
紹
介
す
る
３
つ

の
事
例
で
は
、
い
ず
れ
も
夜
間
電
力

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
電
力
負
荷
の

ピ
ー
ク
シ
フ
ト
を
実
現
し
て
い
る
。

夜
間
電
力
は
料
金
が
割
安
で
あ
り
、

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
運
用
は
、
長

期
的
に
見
る
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
削
減
に
も
結
び
つ
く
は
ず
だ
。そ

し
て
、
施
設
内
の
電
力
使
用
状
況
を

“
見
え
る
化
”す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

効
率
の
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
が
可

能
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
簡

便
さ
や
、
非
常
災
害
時
に
お
け
る
活

用
を
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
魅
力
と
し

て
挙
げ
る
声
も
あ
る
。
以
降
の
ペ
ー

ジ
で
、
各
事
例
を
詳
し
く
紹
介
し
て

い
こ
う
。

【
特
集
】

蓄
熱
シス
テ
ム
徹
底
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ネ・省
C
O
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貢
献
す
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ポ
ン
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熱
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テ
ム
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５
月
22
日
、
つ
い
に
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
タ
ウ
ン
�
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
高

さ
６
３
４
m
の
電
波
塔
と
、商
業
施
設
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
水
族
館
、
ド
ー
ム
シ

ア
タ
ー
な
ど
か
ら
な
る
複
合
施
設
が
建

設
さ
れ
た
の
は
、
東
京
都
墨
田
区
の
業

平
橋
・
押
上
地
区
。
以
前
は
東
武
鉄
道

株
式
会
社
の
本
社
や
操
車
場
、
生
コ
ン

工
場
な
ど
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
こ
の

敷
地
を
含
む
10
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及

ぶ
エ
リ
ア
の
冷
暖
房
を
担
う
の
が
、
地

域
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｈ
Ｃ
）
だ
。

Ｄ
Ｈ
Ｃ
と
は
プ
ラ
ン
ト
で
冷
水
、
温
水

な
ど
を
つ
く
り
、
地
域
導
管
を
通
し
て

一
定
区
域
内
の
冷
暖
房
な
ど
を
行
う
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

Ｄ
Ｈ
Ｃ
を
採
用
し
た
理
由
に
つ
い

て
、
株
式
会
社
東
武
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
常
務
取
締
役
の
今
野
真
一
郎

氏
は
「
個
別
分
散
型
の
シ
ス
テ
ム
に
比

べ
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
C
O2
、

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制
な
ど

の
面
で
優
れ
、
コ
ス
ト
削
減
も
期
待
で

き
る
」
と
語
り
、
プ
ラ
ン
ト
集
約
に
よ

る
環
境
面
で
の
貢
献
を
理
由
に
上
げ

る
。
東
武
グ
ル
ー
プ
で
は
、
既
に
西
池

袋
や
錦
糸
町
の
開
発
で
Ｄ
Ｈ
Ｃ
を
採

用
、
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
そ
れ
も
導

入
の
後
押
し
に
な
っ
た
。

　

Ｄ
Ｈ
Ｃ
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

を
試
算
す
る
と
、
個
別
熱
源
方
式
と
比

較
し
た
場
合
、
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
約
44
％
も
減
ら
せ
る

と
い
う
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ 

（
成
績
係
数
） 

は

１
・
３
５
以
上
で
あ
り
、
こ
れ
は
国
内

の
Ｄ
Ｈ
Ｃ
平
均
値
０
・
７
４
９
（
経
済

産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
「
未
利
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
面
的
活
用
熱
供
給
の
実
態

と
次
世
代
に
向
け
た
方
向
性
」
よ
り
）

を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
だ
。
ま
た
、

省
C
O2
の
面
で
は
、
同
じ
く
個
別
熱

源
方
式
の
場
合
と
比
較
し
て
約
48
％
の

削
減
に
な
る
と
い
う
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　

Ｄ
Ｈ
Ｃ
の
メ
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
西
側
、
地
下
２
階
に

あ
る
。
機
械
室
に
は
タ
ー
ボ
冷
凍
機
が

２
基
、
イ
ン
バ
ー
タ
タ
ー
ボ
冷
凍
機
が

１
基
、
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
タ
ワ
ー
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
が
３
基
、
水
熱
源
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

が
１
基
、
合
わ
せ
て
７
基
の
熱
源
機
器

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
特
に
冷
却
能
力

１
３
５
０
Ｕ
Ｓ
Rt
の
タ
ー
ボ
冷
凍
機
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
が
６・４
と
、
現
時
点
で
世
界
最

高
レ
ベ
ル
の
性
能
を
誇
る
。
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
地
区
に
納
入
さ
れ
た
も
の
が

第
1
号
機
と
な
る
機
種
が
あ
る
な
ど
、

最
新
鋭
の
機
器
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

熱
源
機
械
室
に
併
設
し
て
巨
大
な
水

蓄
熱
槽
が
あ
る
。
冷
凍
機
や
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
で
つ
く
ら
れ
た
冷
水
や
温
水
が
中

に
貯
め
ら
れ
る
。
水
深
約
15
ｍ
の
水
蓄

熱
槽
は
冷
温
水
槽
３
基
、
冷
水
槽
１
基

で
構
成
さ
れ
、
合
計
で
約
７
０
０
０
t

に
達
す
る
。
冷
温
水
槽
は
季
節
に
応
じ

て
一
部
を
冷
水
槽
か
ら
温
水
槽
に
切
り

替
え
な
が
ら
運
用
さ
れ
る
と
い
う
。
水

蓄
熱
槽
に
は
電
力
の
需
要
が
少
な
い
夜

間
に
つ
く
ら
れ
た
冷
温
水
が
貯
め
ら

れ
、
こ
れ
を
需
要
の
多
い
昼
間
に
使
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
ピ
ー
ク
時
の
使
用
電

力
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

蓄
熱
に
よ
る
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
効
果
は

非
常
に
大
き
い
。
夏
季
は
最
も
暑
い
日

で
約
40
％
、
平
均
的
な
夏
日
で
約
50
％

の
昼
間
電
力
を
昼
間
か
ら
夜
間
に
移
行

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
入
り
口
か
ら
見
上
げ
る
タ
ワ
ー
本

体
。
そ
の
巨
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
る

7,000tの巨大水蓄熱槽と地中熱を最大限に活用

昼間電力の大幅な
ピークシフトを実現する
最先端ヒートポンプ技術

東京スカイツリー地区（東京都墨田区）特集 蓄熱システム徹底研究　①
C A S E  S T U D Y

高さ634mの東京スカイツリー®が完成した。
自立式電波塔として世界最高となるタワーを実現した構造技術もさることながら、
最新鋭設備巨大水蓄熱槽や地中熱を利用した節電・省エネにも注目が集まっている。
目指したのは、地球環境にやさしく地域に貢献できる熱供給システムだった。

地
域
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
が

節
電
・
省
エ
ネ
に
貢
献
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未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
中
熱
を

専
用
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
活
用

で
き
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
（
図
１
）。

ま
た
冬
季
は
、最
も
寒
い
日
で
約
41
％
、

平
均
的
な
冬
日
で
約
52
％
の
昼
間
電
力

を
カ
ッ
ト
す
る
と
し
て
い
る
。

　

水
蓄
熱
槽
に
は
も
う
ひ
と
つ
の
重
要

な
機
能
が
あ
る
。
そ
れ
は
非
常
時
へ
の

対
応
だ
。
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
は
、
水
蓄
熱
槽
の
水
を
生
活
用
水

と
し
て
周
辺
の
住
民
に
提
供
す
る
と
い

う
協
定
を
墨
田
区
と
結
ん
で
い
る
。
成

人
が
1
日
あ
た
り
に
使
用
す
る
水
の
量

を
約
30
ℓ
／
人
と
す
る
と
、
23
万
人
分

の
生
活
用
水
を
ま
か
な

え
る
計
算
だ
。
ま
た
火

災
時
の
放
水
に
も
水
蓄

熱
槽
の
水
が
活
用
さ
れ

る
と
い
う
。

　
「
地
域
へ
の
貢
献
は
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ

ウ
ン
の
開
発
に
お
け
る

ひ
と
つ
の
大
き
な
テ
ー

マ
だ
っ
た
。
よ
り
安
全

で
、
よ
り
安
心
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
一
助
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ

し
い
」
と
、
東
武
鉄
道

株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
事
業
部

課
長
の
狩
野
伸
明
氏
は

語
る
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
地
区
の
熱
供
給

設
備
で
は
数
多
く
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
、省
C
O2
対
策
が
採
ら
れ
て
い
る
。

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
も
そ
の
ひ

と
つ
だ
。

　
「
敷
地
の
す
ぐ
前
を
流
れ
る
北
十
間

川
の
水
、
少
し
離
れ
た
隅
田
川
の
水
、

近
く
に
あ
る
下
水
処
理
施
設
の
水
、
地

下
鉄
の
湧
水
な
ど
、
立
地
条
件
か
ら

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
熱
源
と
し
て
使
え
そ

う
な
も
の
を
一
つ
ひ
と
つ
検
討
し
て
い

き
ま
し
た
」
と
今
野
氏
は
振
り
返
る
。

　

水
量
の
少
な
さ
や
水
の
引
き
込
み
の

難
し
さ
な
ど
で
河
川
水
な
ど
の
水
資
源

の
熱
源
活
用
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、

設備概要

メインプラントの内部は「見える化」設備も充実。蓄熱槽の温度状況なども手に取るようにわかり、非常に興味深い

●メインプラント
ターボ冷凍機 : 冷却能力 1,350USRt×2 基［三菱重工業、荏原冷熱システム］
インバータターボ冷凍機：冷却能力 1,350USRt×1 基［三菱重工業］
ヒーティングタワーヒートポンプ：冷却能力 1,000USRt、加熱能力 11,520MJ/h×1 基［荏原冷熱システム］
ヒーティングタワーヒートポンプ：冷却能力 960USRt、加熱能力 12,240MJ/h×1 基［神戸製鋼所］
ヒーティングタワーヒートポンプ：冷却能力 480USRt、加熱能力 6,120MJ/h×1 基［神戸製鋼所］
水熱源ヒートポンプ（地中熱利用）：冷却能力 50USRt、加熱能力 800MJ/h×1 基［荏原冷熱システム］
水蓄熱槽（温度成層型 冷水槽×1 基・冷温水槽×3 基）：合計水量・7,000t、蓄熱容量・冷水 260GJ、温水 160GJ

●サブプラント
ターボ冷凍機 : 冷却能力 350USRt×2 基［三菱重工業］
温水ボイラー：加熱能力 1,674MJ/h×3 基［日本サーモエナー］

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

＜時刻＞

（8月の平均的な夏日を想定）

〈
電
力
使
用
量 （
　）〉
kWh ※想定電力使用量

※水蓄熱槽がない場合の電力使用量 ※ピーク電力を
　約50％カット昼間電力 (8:00～22:00)

の約40％を夜間移行

図1 大容量水蓄熱槽がある場合とない場合の比較

出典：東武エネルギーマネジメント
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所
に
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
て
U
字
管
を

埋
め
込
む
と
い
う
も
の
。
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
地
区
で
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広

場
の
下
に
1
2
0
m
の
深
さ
で
21
本
の

管
が
入
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
1
本
あ

た
り
最
大
で
冷
熱
48
Ｗ
／
ｍ
、
温
熱
40

Ｗ
／
ｍ
の
熱
の
採
放
熱
が
可
能
だ
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
地
区
の
熱
供
給

シ
ス
テ
ム
は
建
物
と
と
も
に
国
土
交
通

省
の
住
宅
・
建
築
物
省
C
O2
先
導
事

業
に
選
ば
れ
、
ま
た
地
中
熱
利
用
シ
ス

テ
ム
は
環
境
省
の
ク
ー
ル
シ
テ
ィ
中
枢

地
中
熱
に
関
し
て
は
充
分
な
効
果
が
見

込
ま
れ
、
Ｄ
Ｈ
Ｃ
で
の
地
中
熱
利
用
を

国
内
で
初
め
て
採
用
し
て
い
る
。

　

地
中
熱
利
用
と
は
、
水
熱
源
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
を
用
い
て
地
中
か
ら
熱
を
取
り

出
し
た
り
、
熱
を
放
出
し
た
り
す
る
シ

ス
テ
ム
を
指
す
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

地
区
で
採
用
さ
れ
た
の
は
、
地
中
に
熱

交
換
用
の
チ
ュ
ー
ブ
を
敷
設
し
、
そ
の

中
に
水
を
循
環
さ
せ
る
方
式
だ
。
地
中

温
度
が
年
間
を
通
じ
て
約
18
℃
と
ほ
ぼ

一
定
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
、
夏
季
に

は
放
熱
、
冬
季
に
は
採
熱
を
行
う
こ
と

で
よ
り
効
率
的
な
冷
暖
房
が
可
能
。
こ

の
方
式
は
、
大
気
に
熱
を
放
出
し
な
い

た
め
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制

に
つ
な
が
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
ま
た
地
下
水
を
汲
み
上
げ
る
必
要

が
な
い
た
め
、
地
盤
沈
下
な
ど
の
環
境

悪
化
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
な
い
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
地
区
で
は
、
２

方
式
の
熱
交
換
用
チ
ュ
ー
ブ
が
使
わ
れ

て
い
る
。ひ
と
つ
が「
基
礎
杭
利
用
方
式
」

で
、
メ
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
直
下
付
近
に
６

本
の
杭
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
杭
の

外
周
に
10
対
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
U
字

管
を
巻
き
つ
け
て
、
一
緒
に
打
設
す
る

と
い
う
も
の
で
、
建
物
を
支
え
る
杭
を

有
効
活
用
し
た
も
の
だ
。
杭
の
長
さ
は

18
・
６
ｍ
で
あ
る
。
基
礎
杭
１
本
あ
た

り
最
大
で
冷
熱
３
０
０
Ｗ
／
ｍ
、
温
熱

２
３
５
Ｗ
／
ｍ
の
熱
が
採
放
熱
で
き
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
「
ボ
ア
ホ
ー
ル
方

式
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
任
意
の
場

地上デジタル放送などの電波
を送信する電波塔としての機能
とともに、新しい観光拠点とし
ての役割も期待されている。高
さ350mと450mに展望台を備
え、足下には「東京ソラマチ」
という複合商業施設が設けられている。

東京スカイツリー

〒 131- 0045  東京都墨田区押上 1-1-2
http://www.tokyo-skytree.jp/
http://www.tokyo-solamachi.jp/
http://www.tokyo-skytreetown.jp/

東
武
鉄
道
株
式
会
社

Ｓ
Ｃ
事
業
部
課
長

狩
野 

伸
明 

氏

株
式
会
社 

東
武
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

常
務
取
締
役

今
野 

真
一
郎 

氏

浅草

押上

隅田川

錦糸町両国

曳舟

東京スカイツリー

サブプラント

メインプラント

熱源水

地中熱
採放熱用
チューブ

システムフロー図

冷水

冷温水

温水 7,000t

冷温水槽 冷温水槽 冷温水槽 冷水槽

冷却塔

冷却塔
温水ボイラー（ガス）冷却加熱塔

受入
施設

受入
施設

受入
施設

受入施設

ターボ冷凍機

ターボ冷凍機
水熱源

ヒートポンプ

ヒーティングタワー
ヒートポンプ

冷水供給
ポンプ基礎杭／

ボアホール

温水供給
ポンプ

街
区
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
選
ば
れ
た
。

　
「
環
境
配
慮
に
お
い
て
も
シ
ン
ボ
ル

的
な
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
に

し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
狩
野
氏
。
今

後
も
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
「
見
え
る
化
」
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
。
メ
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
機

械
室
に
は
、
各
機
器
の
概
要
を
説
明
し

た
パ
ネ
ル
や
シ
ス
テ
ム
の
動
作
状
況
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
す
る
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム

の
解
説
に
は
子
ど
も
向
け
に
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
た
も
の
も
あ
る
。「
こ
こ

を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
建
築
設
備
や

環
境
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
」
と
今
野
氏
は
語
る
。

「東京ソラマチ」のエントランスは、東武スカイツリーライン「とうきょうスカイツリー駅」、
同ライン・東京メトロ半蔵門線・都営浅草線・京成線「押上（スカイツリー前）駅」からすぐ
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社会貢献にも熱心だった実業家・大原孫三郎が創設した倉敷中央病院では
今もなお創設時の理念に沿って、計画的に施設の整備更新を続けている。

2008年からの新中期計画では、1棟の改築と新3棟の増築を実施し、
蓄熱を活かして省エネと省CO2を両立する新たな空調設備を導入した。

偉大な創設者の理念を継承した設備管理

夜間電力を活用し、
省エネと省CO2を実現

　

財
団
法
人
倉
敷
中
央
病
院
は
、
診
療

科
目
27
科
、
病
床
数
1
1
5
1
床
の
規

模
を
持
つ
総
合
病
院
で
、
全
国
的
に
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

創
立
は
1
9
2
3
年
、
創
設
者
は
倉
敷

紡
績
の
社
長
だ
っ
た
大
原
孫
三
郎
だ
。

彼
は
、
労
働
環
境
の
整
備
に
注
力
し
、

大
原
社
会
問
題
研
究
所
や
倉
敷
労
働
科

学
研
究
所
な
ど
を
設
立
。
文
化
事
業
に

も
熱
心
で
、
日
本
有
数
の
西
洋
美
術
コ

　右）開放感あふれるフラワーガーデン
　　　（床冷暖房）
左上）1 年を通じて緑豊かな温室
左中）ホテル並みの設備を誇る病室
左下）地上 51m にある屋上庭園フロア

倉敷中央病院（岡山県倉敷市）特集 蓄熱システム徹底研究　②
C A S E  S T U D Y
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レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
大
原
美
術
館
も
立

ち
上
げ
た
。

　
「
当
院
に
は
、
大
原
孫
三
郎
の
理
想
主

義
と
人
間
重
視
の
姿
勢
が
強
く
表
れ
て

い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
同
病
院
の
施

設
グ
ル
ー
プ
担
当
部
長
の
藤
本
義
秋
氏
。

創
設
の
理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、

「
真
に
患
者
の
た
め
の
治
療
」「
病
院
く

さ
く
な
い
明
る
い
病
院
」「
東
洋
一
の
理

想
的
病
院
」
の
3
つ
だ
。
真
に
患
者
の

た
め
と
は
、
研
究
目
的
で
は
な
く
〝
治

療
本
位
〟
で
あ
り
、
患
者
の
た
め
に
奉

仕
す
る
こ
と
。
ま
た
、
新
聞
に
〝
病
院

の
芸
術
化
〟〝
病
院
の
中
に
楽
園
〟
と
紹

介
さ
れ
る
よ
う
な
、
い
い
意
味
で
病
院

ら
し
く
な
い
ア
メ
ニ
テ
ィ
。
東
洋
一
の

病
院
を
目
指
し
、
人
材
も
設
備
も
最
高

レ
ベ
ル
を
追
求
し
て
き
た
。

　

同
病
院
は
、
経
営
者
、
施
設
管
理
者
、

設
計
者
が
協
力
し
、
病
院
と
し
て
は
珍

し
い
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

い
う
概
念
の
も
と
で
、
施
設
の
管
理
運

営
に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
院

内
に
は
、
人
間
国
宝
に
よ
る
美
し
い
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
緑
が
あ
ふ
れ
る
開
放

的
な
温
室
な
ど
、
来
院
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
、
気
持
ち
を
安
ら
げ
る
工
夫
が
随

所
に
見
ら
れ
る
。
玄
関
に
は
エ
ス
コ
ー

ト
係
が
常
駐
し
、
来
院
者
の
送
り
迎
え

既
存
の
水
蓄
熱
式
空
調
シ
ス
テ
ム
の
更
新
と

新
た
な
氷
蓄
熱
式
空
調
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
サ
ポ
ー
ト
。
同
病
院
の
理
念
は
、隅
々

に
ま
で
行
き
渡
っ
て
い
る
。
2
0
0
0

年
か
ら
は
、
急
性
期
医
療
を
担
う
基
幹

病
院
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
べ
く
、

施
設
整
備
に
着
手
。
新
病
棟
は
、
す
べ

て
個
室
の
集
中
治
療
室
や
、
ベ
ッ
ド
ご

と
に
窓
を
設
け
た
4
人
部
屋
の
病
室
な

ど
、
設
計
に
も
新
し
さ
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
対
し
て
、日
本
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
か
ら
、

2
0
0
9
年
度
「
日
本
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
大
賞
」
の
最
優
秀
賞
が

授
け
ら
れ
た
。
病
院
で
は
初
の
栄
誉
で

あ
る
。*

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
3
年
ま
で

の
新
中
期
計
画
で
は
、
1
9
7
5
年
に

竣
工
し
た
1
棟
の
改
築
工
事
と
と
も
に
、

急
性
期
医
療
の
中
核
を
担
う
新
3
棟
の

新
築
工
事
を
実
施
。
こ
れ
に
と
も
な
い

空
調
設
備
の
見
直
し
も
図
ら
れ
た
。

　

1
棟
で
は
、
も
と
も
と
蒸
気
吸
収
式

冷
凍
機
と
、
タ
ー
ボ
冷
凍
機
を
利
用
し

た
水
蓄
熱
式
空
調
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
い
た
。
設
備
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
冷
凍
機
を
新
型
の
タ
ー
ボ

冷
凍
機
に
入
れ
替
え
て
い
る
。
更
新
の

理
由
は
、
経
年
劣
化
に
よ
る
能
力
低
下

へ
の
対
応
、
C
O
2
排
出
量
の
削
減
、
そ

し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
だ
。
改
築

前
３
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

平
均
を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
し
て
、
熱
源

更
新
に
よ
る
高
効
率
化
で
約
１・１
％
の

削
減
、
全
体
で
約
２・７
２
％
の
削
減
を

目
標
と
し
て
い
る
。「
も
ち
ろ
ん
、
機
器

の
更
新
だ
け
で
は
な
く
、
病
院
で
働
く

ス
タ
ッ
フ
の
協
力
も
不
可
欠
だ
と
思
い

ま
す
」
と
語
る
の
は
、
同
病
院
の
施
設

グ
ル
ー
プ
熱
力
課
課
長
の
橋
本
徹
氏
。

　

新
3
棟
に
は
、
2
台
の
ブ

ラ
イ
ン
タ
ー
ボ
冷
凍
機
を
利

用
し
た
氷
蓄
熱
式
空
調
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
た
。
蓄
熱
方

式
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、

空
調
設
備
を
担
当
し
た
高
砂

熱
学
工
業
株
式
会
社
の
協
力

に
よ
り
、
水
蓄
熱
式
と
氷
蓄

熱
式
の
比
較
を
行
っ
た
と
い

う
。そ
の
結
果
、設
置
ス
ペ
ー

ス
が
小
さ
く
て
済
む
点
と
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
で
あ

る
点
か
ら
、
氷
蓄
熱
式
が
採

用
さ
れ
た
。

*
*
*
*
*
*
*
*

　

同
病
院
で
は
B
E
M
S
の

導
入
に
よ
り
、
院
内
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
状
況
を
〝
見
え

る
化
〟
し
、
積
極
的
に
省

＜１棟＞
ターボ冷凍機（定速）1,758kW

（500USRt）×1 台
ターボ冷凍機（高効率）1,406kW

（400USRt）×2 台
水蓄熱槽 4,417㎥

＜新 3 棟＞
ブラインターボ冷凍機 967kW

（275USRt）×2 台（製氷時）
氷蓄熱槽 210㎥

設
備
概
要

エ
ネ
を
推
進
。
設
備
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前

は
昼
間
も
冷
凍
機
を
動
か
し
て
い
た
が
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
夜
間
蓄
熱
で
昼
間

の
分
も
ま
か
な
え
て
い
る
と
い
う
。

　
「
平
日
は
夜
間
に
熱
源
機
を
運
転
し
、

蓄
熱
槽
に
蓄
え
た
熱
を
昼
間
に
使
う
こ

と
で
、
最
大
電
力
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
比
較
的
負
荷
の
少
な
い
土
日
に

蓄
熱
運
転
を
集
中
さ
せ
、
平
日
の
昼
間

に
有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
金
曜
日

に
は
蓄
熱
量
が
少
な
く
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
で
何
と
か
も
っ
て
い
ま
す
。
1
週

間
単
位
で
、
フ
ル
に
蓄
熱
を
使
っ
て
い

る
感
じ
で
す
ね
」
と
橋
本
氏
。
不
足
す

上）ブラインターボ冷凍機
中）ターボ冷凍機
下左）水蓄熱槽　下右）氷蓄熱槽

見晴らしのいい屋上庭園は、
来院者たちの憩いの場
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る
場
合
は
、
ピ
ー
ク
を
避
け
て
昼
間
の

追
い
か
け
運
転
を
行
う
こ
と
も
想
定
し

て
い
る
が
、
現
状
で
は
行
わ
ず
に
済
ん

で
い
る
と
の
こ
と
。
ち
な
み
に
、
複
数

台
あ
る
冷
凍
機
は
、C
O
P（
成
績
係
数
）

が
異
な
る
の
で
、
C
O
P
の
高
い
高
効

率
な
機
械
を
優
先
し
て
使
う
よ
う
に
し

て
い
る
と
い
う
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
推
移
を
見
る

と
、
い
っ
た
ん
は
増
床
に
と
も
な
い
使

倉敷中央病院

〒 710-8602
岡山県倉敷市美和 1-1-1
TEL ：086-422-0210　
URL：http://www.kchnet.or.jp

夜
間
電
力
に
よ
る
蓄
熱
を
フ
ル
活
用

電
力
負
荷
平
準
化
と
コ
ス
ト
削
減
を
図
る

倉敷

岡山

瀬戸内海

玉野

倉敷中央病院

氷蓄熱式空調システム 水蓄熱式空調システム

氷蓄熱槽
210m3

病棟等負荷

水蓄熱槽4,417m3

3
棟
低
層
階
負
荷

ブラインターボ冷凍機
275USRt（製氷時）

ターボ冷凍機
（定速）
500USRt×1台

ターボ冷凍機
（高効率）
400USRt×2台

蒸気吸収式冷凍機
400USRt×2台

ブラインターボ冷凍機
275USRt（製氷時）

倉敷中央病院の空調システム

高砂熱学工業株式会社
岡山営業所　作業所長

栁瀬 崇弘 氏
高砂熱学工業株式会社　
岡山営業所　担当課長

飯田 悦男 氏

財団法人倉敷中央病院　
施設グループ　熱力課　課長

橋本 徹 氏
財団法人倉敷中央病院　
施設グループ　電気課　課長

富永 秀次 氏
財団法人倉敷中央病院　
施設グループ　担当部長

藤本 義秋 氏

用
量
が
増
え
た
も
の
の
、
以
降
は
減
少

し
、
現
在
は
ほ
ぼ
増
床
前
の
使
用
量
に

戻
っ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
も

約
1
1
0
ℓ
／
㎡
か
ら
約
80
ℓ
／
㎡
に

減
少
。
夜
間
電
力
を
活
用
し
た
蓄
熱
運

転
に
よ
り
、
電
力
負
荷
平
準
化
と
省
エ

ネ
・
省
コ
ス
ト
効
果
も
大
き
い
と
い
う
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　

こ
う
し
た
空
調
設
備
の
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
は
、
同
病
院
の
持
続
的
成
長
を

見
す
え
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
一
環
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
患
者
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
を

整
え
る
と
と
も
に
、
C
O
2
排
出
削
減
と

い
っ
た
環
境
問
題
に
貢
献
し
、
な
お
か

つ
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
も
つ
な
げ
る
の
だ
。

壮
大
な
理
念
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
し

て
き
た
同
病
院
は
、
今
後
も
適
切
な
設

備
機
器
の
運
用
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
。

倉敷市美観地区に隣接し、
岡山県西部を中心に地域医
療の中核を担う。診療科目
は 27 科、病床数は 1,151
床で、3,012 人の職員が働
く。完全独立採算の民間病
院でありながら、先端的な専
門的医療技術を備える。
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保険医療機関から提出されるレセプト（診療報酬明細書）の審査支払い業務など、
重要な個人情報を取り扱う機関である山形県国民健康保険団体連合会。
その業務を安全かつスムーズに遂行するために設立した新事務所では、
火を使わないヒートポンプによる空調システムが選択された。

県内有数のデータセンターを内包

機能性と快適性を
効率よく両立

山形県国民健康保険団体連合会（山形県寒河江市）特集 蓄熱システム徹底研究　③
C A S E  S T U D Y
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そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
の
が
、
電
気
に

よ
る
空
調
シ
ス
テ
ム
だ
。
一
般
事
務
室

用
と
し
て
、
氷
蓄
熱
式
空
調
シ
ス
テ
ム

（
エ
コ
・
ア
イ
ス
）
の
ビ
ル
用
マ
ル
チ
エ

ア
コ
ン
を
計
8
台
、
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
備
え
る
サ
ー
バ
ー
室
用
と
し
て
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
空
調
シ
ス
テ
ム
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
を
計
5
台
設
置
し
た
。

ま
た
、
給
湯
室
の
湯
沸
か
し
に
も
電
気

温
水
器
を
使
う
な
ど
、
徹
底
し
て
火
の

使
用
を
避
け
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
安

全
性
だ
け
で
は
な
い
。
建
築
設
計
を
担

当
し
た
株
式
会
社
秦
・
伊
藤
設
計
取
締

役
設
計
部
長
の
戸
内
進
氏
は
、「
経
済

性
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
を
第
一
に
考
え

て
設
計
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
ボ

イ
ラ
ー
室
が
な
く
、
屋
上
に
機
器
を
集

約
で
き
る
こ
と
に
よ
る
ス
ペ
ー
ス
の
節

減
や
、
専
任
管
理
者
な
し
で
運
用
で
き

る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
高
さ
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
抑
制
も
見
逃
せ
な
い
メ

リ
ッ
ト
だ
。
さ
ら
に
は
、
将
来
起
こ
り

う
る
用
途
変
更
や
機
器
の
増
設
に
も
対

応
し
や
す
い
と
い
う
。

  

「
ボ
イ
ラ
ー
が
あ
る
と
、
ポ
ン
プ
や
配

管
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
錆
な
ど
の
問

題
も
出
て
き
ま
す
。
そ
の
点
、
こ
の
設

備
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
し
や
す
い
し
、

耐
久
性
も
高
い
で
す
ね
」
と
、
施
工
を

担
当
し
た
弘
栄
設
備
工
業
株
式
会
社
顧

客
管
理
本
部
本
部
長
の
稲
毛
浩
二
氏
も
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
優
位
性
を
強
調
し
た
。

は
対
応
が
困
難
で
し
た
」
と
言
う
。

　

国
保
会
館
の
新
設
に
よ
り
、
重
要
な

個
人
情
報
を
管
理
す
る
機
関
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
設
備
が
整
っ
た
。
各
室
で
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
入
退
出
管
理
を
行
う

ほ
か
、
サ
ー
バ
ー
室
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ゲ
ー
ト
、
虹
彩
認
証
な
ど
、
厳
重
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
ま
た
、

火
災
対
策
と
し
て
「
火
を
使
わ
な
い
」

空
調
設
備
、
地
震
対
策
と
し
て
免
震
床

を
導
入
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
、
設
計
に
は
寒
河
江
市

と
い
う
地
域
性
も
考
慮
。
東
北
地
方
の

盆
地
に
あ
り
、
冬
は
積
雪
が
多
い
た
め
、

雪
荷
重
を
想
定
し
て
躯
体
強
度
を
増
し

た
ほ
か
、
屋
上
か
ら
の
積
雪
落
下
防
止

の
た
め
に
笠
木
ヒ
ー
タ
ー
を
手
摺
り
部

分
に
設
置
し
た
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　

空
調
設
備
の
選
択
に
あ
た
り
、
発
注

者
の
同
連
合
会
が
出
し
た
条
件
は
、「
火

を
使
わ
な
い
」
こ
と
だ
っ
た
。「
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
す
す
め
る
と
は
い
え
、
紙
の

書
類
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
火
災
な

ど
で
、
大
事
な
文
書
が
焼
失
す
る
リ
ス

ク
を
避
け
た
か
っ
た
の
で
す
」
と
、
同

連
合
会
総
務
企
画
課
主
幹
の
柏
谷
正
喜

氏
は
語
る
。

　

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
は
、
国

保
の
保
険
者
で
あ
る
市
町
村
お
よ
び
国

保
組
合
が
共
同
し
て
、
そ
の
目
的
達
成

の
た
め
に
設
立
し
た
公
法
人
で
あ
る
。

現
在
、
山
形
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
は
、
31
市
町
村
、
１
広
域
連
合
、

３
国
民
健
康
保
険
組
合
の
計
35
保
険
者

が
会
員
と
な
っ
て
お
り
、
各
種
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
中
心
と
な
る
の
は
、
保

険
医
療
機
関
な
ど
か
ら
提
出
さ
れ
る
レ

セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
の
審
査

支
払
い
に
関
す
る
業
務
だ
。

　

も
と
も
と
同
連
合
会
は
、
山
形
市
に

あ
る
山
形
県
自
治
会
館
内
の
一
部
を
間

借
り
し
て
い
た
が
、
2
0
0
8
年
に
新

し
い
事
務
所
ビ
ル
「
山
形
県
国
保
会
館
」

を
寒
河
江
市
に
建
設
。
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル

に
覆
わ
れ
た
4
階
建
て
で
、
２
階
に
は

県
内
有
数
の
規
模
を
誇
る
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
た
。

　

新
た
に
国
保
会
館
を
建
設
し
た
理
由

は
、
2
0
1
1
年
度
か
ら
本
格
的
に
開

始
す
る
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。
同
連
合
会
の

事
務
局
次
長
（
兼
）
総
務
企
画
課
長
の

雨
谷
充
氏
は
、「
ス
ペ
ー
ス
的
な
問
題
だ

け
で
な
く
、
館
内
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管

理
、
サ
ー
バ
ー
室
の
空
調
管
理
と
い
っ

た
点
に
お
い
て
も
、
従
来
の
事
務
所
で

経
済
性
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
に
優
れ
た

「
火
を
使
わ
な
い
」
空
調
設
備

左上・左中）職員用の通用口にある空調管理パネル
左下）審査委員会会場でも多数のパソコンを使用する
右）細かな温湿度調整ができる快適なワークスペース
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山形県国民健康保険団体連合会
常務理事

佐藤 友弘 氏

　

も
う
ひ
と
つ
重
要
な
の
が
、
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
の
運
用
に
求
め
ら
れ
る
高
い

空
調
管
理
機
能
だ
。
サ
ー
バ
ー
室
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
最
適
な
環
境
で
稼

働
さ
せ
る
た
め
に
、温
湿
度
を
一
定
（
温

度
24
℃
、
湿
度
45
％
）
に
保
つ
必
要
が

あ
る
。
一
般
的
な
事
務
所
ビ
ル
の
空
調

設
備
よ
り
も
シ
ビ
ア
な
条
件
だ
が
、
今

回
導
入
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
を

問
題
な
く
ク
リ
ア
し
て
い
る
と
い
う
。

同
連
合
会
総
務
企
画
課
主
幹
の
柏
谷
氏

は
「
こ
の
空
調
設
備
は
、
事
務
室
で
働

く
職
員
に
と
っ
て
も
快
適
で
す
。
温
度

設
定
が
簡
単
で
、
こ
ま
め
に
調
整
で
き

る
の
で
、
仕
事
中
に
寒
か
っ
た
り
、
暑

か
っ
た
り
し
て
困
る
こ
と
が
な
く
な
り

ま
し
た
」
と
満
足
げ
に
語
る
。

　

ち
な
み
に
同
連
合
会
で
は
、
職
員
が

帰
宅
し
た
後
の
夜
間
電
力
を
効
果
的
に

利
用
し
て
お
り
、
夜
間
蓄
熱
だ
け
で
就

業
時
の
空
調
を
ま
か
な
え
て
い
る
と
い

う
。
ま
た
、
職
員
の
通
用
口
に
は
、
館

内
の
空
調
設
備
の
使
用
状
況
を
一
覧
で

き
る
パ
ネ
ル
が
あ
り
、
退
館
時
に
消
し

忘
れ
を
防
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
継
続
的
に
節
電
を
推
進
し
て
い

く
う
え
で
も
、
頼
り
に
な
る
シ
ス
テ
ム

だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

山形県内の31市町村、１広域連合（最上地区広域連
合）、３国民健康保険組合（山形県医師国民健康保険
組合、山形県歯科医師国民健康保険組合、山形県建設
国民健康保険組合）の計35保険者が会員。レセプト
のオンライン化に対応するため、2008年に寒河江市
の新事務所「山形県国保会館」に移転した。

山形県国民健康保険団体連合会

〒 991-0041　山形県寒河江市大字寒河江字久保 6
TEL:0237-87-8000　URL:http://www.ymgt-kokuho.org

節
電
機
能
を
兼
ね
備
え
た

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム

山形

寒河江
山形県

国民健康保険
団体連合会

山形県国民健康保険団体連合会
事務局次長（兼）総務企画課長

雨谷 充 氏

株式会社秦・伊藤設計
取締役　設計部長

戸内 進 氏

山形県国民健康保険団体連合会
総務企画課　主幹

柏谷 正喜 氏

弘栄設備工業株式会社　
顧客管理本部　本部長

稲毛 浩二 氏

●氷蓄熱式空調システム（エコ・アイス）
ビル用マルチエアコン×8台（673.4kW）
●ヒートポンプ空調システム
パッケージエアコン×５台（315kW）

設備概要

氷蓄熱槽ビル用
マルチエアコン パッケージエアコン

サーバー室

1F

2F

3F

4F

山形県国民健康保険団体連合会の空調システム
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ギ
ー
、省
Ｃ
Ｏ
２
へ
の
意
識
が
ま
す
ま
す

高
ま
り
、２
０
０
４
年
か
ら
は「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
」と
い
う
新

た
な
シ
リ
ー
ズ
が
ス
タ
ー
ト
。「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
」で
は
、ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、社
会
イ

ン
フ
ラ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ス
タ
イ
ル
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

伝
統
的
建
築
物
か
ら
集
落
、町（
街
）、都

市
へ
と
展
開
し
、古
く
か
ら
の
工
夫
、新

し
い
技
術
、シ
ス
テ
ム
を
紹
介
。ど
の
回

も
実
際
に
現
地
に
足
を
運
ん
で
関
係
者

の
方
々
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
、目
や
耳
や

肌
で
感
じ
た
こ
と
を
、読
者
の
皆
さ
ま
に

臨
場
感
を
も
っ
て
お
伝
え
で
き
た
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
計
画
停
電
や

電
力
使
用
制
限
が
行
わ
れ
、電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
開
始
か
ら
8
年
、エ
ネ
ル

ギ
ー
を
効
率
よ
く
有
効
に
使
う
こ
と
の

重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
の
今
号
で
は
、こ
れ
ま

で
の
全
15
回
を
振
り
返
り
、次
世
代
の
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
り
方
を
探
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

「
蓄
え
る
」研
究
会
に
よ
る
コ
ラ
ム
は
、

１
９
９
８
年
の「
C
O
O
L
&
H
O
T
」

創
刊
以
来
14
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
て

い
ま
す
。

　

創
刊
か
ら
6
年
間
は
、「
蓄
え
る
知
恵

と
歴
史
」と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
、16
回
に

わ
た
っ
て「
蓄
え
る
」技
術
を
紹
介
。自

然
、食
、住
、資
源
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
５
つ

を
テ
ー
マ
と
し
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
ル

建
築
計
画
・材
料
の
工
夫
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

エ ネ ル ギ ー の ベ ス ト ド レ ッ サ ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

「
使
う
」「
創
る
」 

　　

全
15
回
の
テ
ー
マ
を
大
き
く
分
類
す

る
と
、「
建
築
に
よ
る
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ

サ
ー
」と「
都
市
に
よ
る
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ

サ
ー
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

建
築
や
そ
の
集
合
体
は
、
限
り
あ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
工
夫
し
て
利
用
し
、都
市
は

そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。エ
ネ
ル

ギ
ー
を「
使
う
」「
創
る
」と
は
一
見
、対

照
的
な
二
者
で
す
が
、ど
ち
ら
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。 

　

第
1
回
は
、
京
都
の
町
家
を
取
り
上

げ
、天
然
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
機
能
を
持
つ

自
然
素
材
と
建
物
の
構
造
や
間
取
り
、建

築
様
式
を
重
ね
合
わ
せ
た
先
人
の
知
恵

と
そ
の
応
用
技
術
に
つ
い
て
考
察
し
ま

し
た
。中
庭
や
土
間
、打
ち
水
は
、自
然

の
冷
房
装
置
と
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

有
効
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。池
の
あ
る
庭

に
囲
ま
れ
た
日
本
家
屋
は
、涼
し
い
風
が

吹
き
抜
け
、冷
房
な
し
で
も
心
地
よ
い
空

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
2
回
は
、正
倉
院
を
取
り
上
げ
、建

物
を
構
成
す
る
檜
材
と
内
部
の
唐
櫃
の

材
料
で
あ
る
杉
材
に
よ
る
調
湿
機
能
を

紹
介
し
ま
し
た
。高
床
式
の
校
倉
造
と
杉

製
の
唐
櫃
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

年
間
を
通
じ
て
59
～
74
％
の
相
対
湿
度

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯

体
で
つ
く
ら
れ
る
現
代
の
美
術
館
や
博

物
館
に
お
い
て
も
、収
蔵
庫
は
一
般
的
に

木
の
壁
で
囲
ま
れ
て
お
り
、躯
体
で
熱
や

紫
外
線
な
ど
の
侵
入
を
防
ぎ
、正
倉
院
と

同
様
の
仕
組
み
と
い
え
ま
す
。 

　

第
3
回
は
、
名
護
市
庁
舎
を
取
り
上

げ
、南
国
の
気
候
に
合
わ
せ
て
、沖
縄
文

化
を
取
り
入
れ
な
が
ら
計
画
さ
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
建
築
的
工
夫
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。沖
縄
の
伝
統
建
築
に
見
ら
れ
る
日

射
や
雨
を
遮
る
た
め
の「
雨
端
」や
、直

射
日
光
を
遮
る「
花
ブ
ロ
ッ
ク
」な
ど
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、通
風
に
配

慮
し
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
暑
い
夏
を

涼
し
く
過
ご
す
た
め
の
工
夫
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

第
4
回
は
、小
樽
の
石
造
建
築
を
取
り

上
げ
、明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
建
て

ら
れ
た
独
特
の
木
骨
石
造
や
、コ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
か
つ
て
の

倉
庫
群
や
銀
行
を
紹
介
し
ま
し
た
。街
の

中
心
部
に
は
、多
く
の
歴
史
的
建
造
物
が

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
り
再
活
用
さ
れ
、

次世代の
新たなエネルギーの

在り方

最終回

名護市庁舎のアサギテラス

京
都
の
町
家
建
築

打
ち
水
に
よ
り
周
囲
の
空
気
を
冷
や
す
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世
の
中
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
が
す

す
む
中
、１
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
建

物
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

 　

第
13
回
に
は
、日
本
の
木
造
建
築
の
代

表
と
も
い
え
る
社
寺
を
取
り
上
げ
、伝
統

建
築
に
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス（
Ｚ

Ｅ
Ｈ
）の
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
し
た
。社
寺

建
築
の
深
い
軒
の
出
は
、日
射
遮
蔽
や
雨

除
け
の
役
割
も
果
た
し
ま
す
。ま
た
、大

き
な
開
口
部
や
深
い
天
井
懐
は
、自
然
換

気
に
適
し
て
お
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を

削
減
す
る
シ
ス
テ
ム
が
、建
築
的
工
夫
に

よ
っ
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　

第
14
回
は
、一
人
あ
た
り
の
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
が
、47
都
道
府
県
中
、最

も
少
な
い
沖
縄
県
に
あ
る
竹
富
島
に
お

け
る
島
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
し
た
。さ

ん
ご
の
白
砂
の
路
地
、石
灰
岩
の
石
垣
、

赤
瓦
の
民
家
で
構
成
さ
れ
る
集
落
は
、地

域
の
材
料
を
用
い
て
、気
候
に
調
和
し
た

町
並
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。一
部
に
は

エ
ア
コ
ン
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、自

然
の
流
れ
と
一
体
と
な
っ
た
島
の
生
活

は
、今
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

京
町
家
、正
倉
院
、名
護
市
庁
舎
、石

造
建
築
、社
寺
建
築
、沖
縄
の
民
家
、こ

れ
ら
は
、い
ず
れ
も
建
築
計
画
上
の
工

夫
、
材
料
の
工
夫
が
特
徴
的
な
建
築
物

で
す
。こ
う
し
た
工
夫
に
よ
り
、自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
使
い
、化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
な
る
べ
く
使
わ
ず
に
、建
築
そ
の

も
の
や
、そ
こ
で
生
活
す
る
人
、モ
ノ
が

生
き
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　

第
5
回
は
、町
中
に
用
水
路
が
張
り
巡

ら
さ
れ
て
い
る
郡
上
八
幡
を
取
り
上
げ
、

地
の
利
を
活
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
発
電

防
火
用
水
や
生
活
用
水
な
ど
の
水
の
多

目
的
利
用
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。郡

上
八
幡
の
水
利
用
は
、「
水
」
と
い
う
地

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
き
れ
い
に
、そ
し
て

大
切
に
多
目
的
利
用
す
る
モ
デ
ル
事
例

と
い
え
ま
す
。 　

 

　

第
6
回
は
、
郡
上
八
幡
の
冷
水
に
対

比
さ
せ
、温
水
イ
ン
フ
ラ
に
注
目
し
ま
し

た
。温
泉
自
然
湧
出
量
日
本
一
を
誇
る
草

津
温
泉
を
取
り
上
げ
、温
泉
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
温
水
供
給
や
道
路
の
融
雪
を
紹

介
し
ま
し
た
。温
泉
と
い
う
地
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
温
水
給
湯
に
よ
り
、灯

油
を
利
用
し
た
給
湯
に
比
べ
、Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
削
減
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。 

　

第
7
回
は
、さ
ん
ご
礁
が
隆
起
し
て
で

き
た
離
島
の
宮
古
島
で
行
わ
れ
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
紹
介
し
ま

し
た
。サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
つ
く
ら
れ
る
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
や
太
陽
光

発
電
、風
力
発
電
も
行
わ
れ
て
お
り
、地

理
条
件
を
活
か
し
な
が
ら
、独
自
に
地
球

温
暖
化
対
策
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

宮
古
島
で
は
、一
昨
年
秋
よ
り
、離
島

独
立
型
系
統
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
実
証

事
業
が
す
す
め
ら
れ
、４
MW
の
太
陽
光
発

電
設
備
と
N
A
S
電
池
、４・
２
MW
の
風

力
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
8
回
は
、温
暖
多
雪
地
帯
と
い
わ
れ

る
上
越
市
の
雪
利
用
を
テ
ー
マ
と
し
ま

し
た
。日
本
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
上
越
で
は
、古
く
か
ら

雪
の
冷
熱
利
用
が
行
わ
れ
、町
ぐ
る
み
で

雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
普
及
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。雪
冷
房
を
行
っ
て
い
る
建

築
物
の
ほ
か
、雪
の
冷
熱
を
利
用
す
る
農

産
物
の
貯
蔵
施
設
が
多
数
見
ら
れ
、
上

越
で
は
、雪
を
克
服
し
、蓄
え
た
雪
を
利

用
す
る
こ
と
で
克
雪
か
ら
利
雪
へ
と
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　

第
9
回
は
、高
知
県
梼
原
町
を
取
り
上

げ
、山
間
部
の
町
に
お
け
る
森
林
や
太
陽

光
、風
を
利
用
し
た
独
自
の
町
お
こ
し
を

紹
介
し
ま
し
た
。ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
し
、

町
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
考
え

方
か
ら
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、風
力
発
電
の
売
電
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
利
益
は
、住
宅
の
太
陽
光
発
電
設
備

や
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
設
置
に
対
す
る
補

助
金
に
充
て
る
な
ど
、梼
原
町
独
自
の
事

業
ス
キ
ー
ム
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
10
回
は
、大
分
県
九
重
町
で
40
年
以

上
も
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
地
熱
利
用

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。九
重
町
で

は
、１
９
６
７
年
か
ら
豊
富
な
地
熱
資
源

を
発
電
に
利
用
し
て
お
り
、日
本
一
の
地

熱
発
電
量
を
誇
り
ま
す
。発
電
過
程
で
得

小
樽
の
木
骨
石
造
建
築

か
つ
て
の
銀
行
が
店
舗
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

郡上八幡の水舟

雪冷熱を利用したワインの貯蔵所

町産木材を100％使った梼原町総合庁舎

宮古メガソーラー実証研究設備
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行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
た
町
お
こ
し

ら
れ
る
蒸
気
を
利
用
し
て
温
水
を
つ
く

り
地
域
に
供
給
す
る
な
ど
、町
民
の
生
活

に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

郡
上
八
幡
や
草
津
、宮
古
島
、梼
原
町
、

九
重
町
で
は
、地
の
利
を
活
か
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
や
発
電
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
然
の
力
を
利
用
し
て
創
ら
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、そ
の
地
で
有
効
に
使
わ

れ
、余
剰
分
は
周
辺
地
域
に
も
供
給
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
と

し
て
取
り
上
げ
た
建
築
物
や
町
が
あ
る

場
所
は
、島
の
集
落
で
あ
っ
た
り
、観
光

地
で
あ
っ
た
り
、地
方
都
市
で
あ
っ
た
り

と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
、

ス
ケ
ー
ル
に
応
じ
た
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

第
11
回
は
、日
本
で
初
め
て
環
境
モ
デ

ル
都
市
づ
く
り
宣
言
を
行
っ
た
水
俣
市
に

お
け
る
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介
し
ま

し
た
。ご
み
の
分
別
か
ら
始
ま
っ
た
環
境

保
全
へ
の
取
り
組
み
は
、「
エ
コ
・
シ
ョ
ッ

プ
」
制
度
、「
地
区
環
境
協
定
」「
村
ま
る

ご
と
生
活
博
物
館
」制
度
、市
民
独
自
の

「
水
俣
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」な
ど
、数
多
く
広

が
っ
て
い
ま
す
。過
去
か
ら
受
け
継
が
れ

た
環
境
に
対
す
る
強
い
想
い
が
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
浸
透
し
、市
民
の
意
識

改
革
に
留
ま
ら
ず
、地
域
の
活
性
化
や
町

お
こ
し
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

第
12
回
は
、北
海
道
の
２
事
例
を
取
り

上
げ
、地
域
の
人
々
が
独
自
に
行
っ
て
い

る
ソ
フ
ト
面
で
の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ

と
し
ま
し
た
。恵
庭
市
に
工
場
を
構
え
る

あ
る
企
業
で
は
、「
ナ
タ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
称
し
て
、食
料
、廃
油
、飼
料
、肥

料
、燃
料
を
地
域
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指

し
て
い
ま
す
。廃
食
用
油
は
、地
域
の
家

庭
か
ら
も
回
収
さ
れ
、地
域
団
体
や
市
内

の
小
学
校
・
保
育
園
も
協
力
。地
域
の
家

庭
や
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
町
全
体
で

取
り
組
む
こ
と
で
、普
及
効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

　

第
15
回
は
、近
年
、都
市
部
で
増
え
て

い
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。新
潟
市
で
は
、市
と
市
民

協
働
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。放
置
自
転
車
対
策
と
中
心

商
店
街
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
始
ま

り
、市
民
の
買
い
物
や
ビ
ジ
ネ
ス
、観
光

の
足
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　

東
京
都
世
田
谷

区
で
は
、駐
輪
場
屋

根
に
設
置
し
た
太

陽
光
パ
ネ
ル
で
発
電

し
た
電
力
を
、電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車

の
バ
ッ
テ
リ
ー
の
充

電
に
利
用
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
、各
地
で
普

及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　

水
俣
や
恵
庭
で
行
わ
れ
て
い
る
環
境

施
策
、
新
潟
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業

は
、行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
行
っ

て
お
り
、
主
体
と
な
っ
て
動
い
て
い
る

人
々
は
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
し
て
い

ま
し
た
。そ
の
姿
勢
は
、町
全
体
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
り
、町
お
こ
し
の
一
助
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー 

　

数
年
間
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
建

築
物
や
都
市
を
取
り
上
げ
て
き
た
中
で
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
」

の
定
義
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。各
テ
ー
マ
に
共
通
す

る
の
は
、都
市
の
個
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
現
代
に
お
い
て
、個
性
を
発
揮
し
な
が

ら
、地
域
性
に
合
っ
た
建
築
物
が
つ
く
ら

れ
、街
づ
く
り
が
行
わ
れ
、環
境
に
対
す

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。実
際
に
足
を
運
ぶ
と
、そ
の

強
い
個
性
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。地
球
温
暖
化
防
止
、Ｃ
Ｏ
２
削
減

と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
が
社
会
に
課
せ

ら
れ
て
い
る
今
、設
備
シ
ス
テ
ム
だ
け
で

な
く
、建
築
シ
ス
テ
ム
や
都
市
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
も
、個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

衣
装
の
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
は
、そ
の

個
性
や
身
体
に
合
っ
た
着
こ
な
し
が
評

価
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
気
候
風
土
や
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
と
い
う
体
に
合
っ
た
着
こ

な
し
が
で
き
、地
域
特
性
を
活
か
し
て
個

性
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
る
建
築
物
や

都
市
こ
そ
が
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ド

レ
ッ
サ
ー
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

地
域
特
性
を
活
か
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
計
画
す
る
こ
と
や
、建
築
や
都
市
の
設

計
を
す
る
こ
と
が
、わ
れ
わ
れ
の
果
た
す

べ
き
役
割
で
あ
る
と
、シ
リ
ー
ズ
を
通
じ

て
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　

地
球
が
生
き
続
け
る
た
め
に
は
、次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
私
た
ち
が
直

面
し
て
い
る
課
題
や
そ
の
解
決
策
、環
境

を
大
切
に
す
る
心
を
伝
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。家
庭
や
学
校
、社
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
小
さ
い
頃
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
ふ
れ
る
こ
と
が
、明
る
い
未
来
へ

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
蓄
え
る
」研
究
会

地
熱
を
利
用
し
た
九
重
温
泉

水
俣
市
大
川
地
区
の
「
お
宝
マ
ッ
プ
」
と
地
区
環
境

協
定
が
書
か
れ
た
看
板

バイオディーゼル燃料化プラントと
バイオエタノールの精製過程

新
潟
市
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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第 1回（2004. No.19）
ヒートポンプ機能を利用して
涼しさを演出する京都の町家建築

●通風
●打ち水
●京町家

第 2 回（2005. No.21）
木の構造による天然の調湿機能を
活用した奈良東大寺 正倉院

●調湿機能
●木造建築
●正倉院

第 3 回（2005. No.22）
沖縄の気候・風土と融合した
名護市役所庁舎

●日射遮蔽
●風の道
●名護市庁舎

第 4 回（2006. No.24）
姿を変えて生き続ける街・小樽

●石造建築
●木骨石造
●歴史的建造物

第 13 回（2010. No.37）
日本の気候風土と調和して千年以上
受け継がれてきた社寺建築

●伝統工法
●宮大工
●社寺建築

第 7 回（2007. No.28）
エネルギーの地産地消を目指して
～沖縄・宮古島の取り組み

●バイオマス
●太陽光発電
●風力発電

第 6 回（2007. No.27）
溢れる大地のエネルギーに
育まれる町・草津

●温泉
●温水供給

第 14 回（2011. No.39）
気候風土がつくり出す離島の集落
竹富島

●伝統的民家
●伝統的建造物
　群保存地区

第 9 回（2008. No.31）
地産エネルギーで町おこし ～四国の
四万十川上流・梼原町の取り組み～

第 8 回（2008. No.30）
季節を越えるエネルギー 
～利雪のふるさと新潟・上越に学ぶ～

●雪冷房
●利雪
●雪室

第 11回（2009. No.34）
過去のイメージを払拭し

「環境先進都市」水俣へ
●環境行動
●環境モデル都市
●水俣版 ISO

●木材利用
●ペレット
●風力発電

第 15 回（2011. No.40）
自転車が行き交う街づくり

●街づくり
●市民ボランティア
●レンタサイクル

第 12 回（2010. No.36）
北海道で家庭・企業が連携　
地域ぐるみで CO₂ を削減

●バイオ燃料
●廃食用油利用
●カーボンオフ
  セット

第 10 回（2009. No.33）
日本を代表する地熱タウン・九重町

●地熱発電
●熱水利用

京都の町家建築（京都府） 奈良東大寺 正倉院（奈良県） 名護市役所庁舎（沖縄県）

小樽の倉庫群（北海道） 常顕寺の屋根（神奈川県）

宮古島のサトウキビ畑（沖縄県）

第 5 回（2006. No.25）
清らかな水の恵みを
活かす町・郡上八幡

●用水路
●防火用水
●水舟

郡上八幡の用水路（岐阜県）

草津の湯畑（群馬県）竹富島の集落（沖縄県）

山々に囲まれた梼原町の中心部（高知県）小学校の雪室（新潟県）
「エコ・ショップ」ステッカー
（熊本県）

レンタサイクルステーション（新潟県）地元企業による課外授業の様子（北海道）
国内最大級の地熱発電能力を持つ八丁原発電所

（大分県）



第8回 ヒートポンプ・蓄熱シンポジウム
蓄熱システム運転管理等の改善事例

18COOL&HOT No.42

名古屋大学医学部・附属病院（鶴舞キャンパス）中央診療棟が
最優秀賞に選出される

審査委員長　柳原隆司（東京大学大学院工学系研究科建築学専攻特任教授）

「計測なくして管理なし、管理なくして省エネなし」
正しいデータ計測に基づく、 冷静な評価と判断により
省エネルギー・省マネーを実現する

　

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
運

転
管
理
等
の
改
善
事
例
表
彰
と
事
例
発

表
を
中
心
と
し
た「
第
8
回
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
・
蓄
熱
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
主
催
＝
当
財

団
、
協
賛
＝
関
連
団
体
、
関
連
学
会
）が
、

２
０
１
１
年
10
月
27
日
、
名
古
屋
市
中
区

の「
名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル
」で
開
催
さ
れ
、

当
日
は
設
備
オ
ー
ナ
ー
や
設
備
設
計
、
運

転
管
理
の
関
係
者
な
ど
１
７
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
、国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大

学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
教
授
の
奥
宮
正

哉
氏
に
よ
る「
節
電
に
有
効
な
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
つ
い
て
」。
震

災
後
の
重
要
課
題
で
あ
る
電
力
削
減
の
実

現
に
向
け
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ・
蓄
熱
シ
ス
テ

ム
の
有
効
性
と
と
も
に
、そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
運
用
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
奥

宮
氏
が
第
一
に
挙
げ
た
の
は
、
熱
需
要
と

熱
生
産
を
時
間
的
に
切
り
離
し
て
電
力

ピ
ー
ク
を
低
減
で
き
る
点
。
こ
れ
に
加
え

て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
、
環
境
保
全
性
、
経

済
性
を
兼
ね
備
え
て
い
る
点
も
評
価
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

運
用
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
①
高
効

率
化
、
②
最
適
運
転
制
御
、
③
蓄
熱
容
量

の
適
正
化
の
３
点
が
重
要
で
あ
る
と
指

摘
。
具
体
的
に
は
、
①
高
効
率
熱
源
機
の

導
入
と
熱
源
シ
ス
テ
ム
全
体
の
効
率
向

上
、
②
負
荷
や
運
転
環
境
条
件
な
ど
に
応

じ
た
最
適
な
運
転
制
御
、
③
設
置
ス
ペ
ー

ス
と
経
済
性
を
考
慮
し
た
適
正
な
蓄
熱
容

量
の
確
保
で
す
。

　

そ
の
好
事
例
と
し
て
、
奥
宮
氏
は
大
阪

府
堺
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
、

東
京
都
千
代
田
区
の
複
合
施
設
の
２
件
の

事
例
を
紹
介
。
前
者
は
施
設
全
体
の
消
費

電
力
を
約
６
％
削
減
、
後
者
は
約
10
％
削

減
と
い
う
大
き
な
削
減
効
果
が
出
て
お

り
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
有

効
性
が
改
め
て
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
運
転
管
理
等
の
改

善
事
例
の
表
彰
式
で
は
、
審
査
委
員
会
の

柳
原
隆
司
委
員
長
が
審
査
結
果
に
つ
い
て

講
評
し
ま
し
た（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

審
査
は
６
名
の
委
員
が
行
い
、
最
優
秀

賞
１
件
、
優
秀
賞
２
件
、
奨
励
賞
２
件
、
努

力
賞
１
件
を
選
定
。
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞

の
代
表
者
が
、
コ
ス
ト
削
減
、
C
O₂
排
出

量
の
削
減
へ
の
取
り
組
み
や
成
果
を
発
表

し
ま
し
た（
20
〜
22
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

続
い
て
審
査
委
員
会
副
委
員
長
の
射
場

本
忠
彦
氏（
東
京
電
機
大
学
教
授
）が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
事
例
発
表
者
と

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

特
に
最
優
秀
賞
受
賞
者
の
意
欲
的
な
発
言

の
数
々
が
、
多
く
の
来
場
者
の
注
目
を
集

め
て
い
ま
し
た
。
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平成23年度　第8回
「蓄熱システム運転管理等の改善事例」

審査結果

【最優秀賞】
●名古屋大学医学部・附属病院
　（鶴舞キャンパス）中央診療棟
複合熱源を有する蓄熱システムの運転管理・改
善によるコストとCO2の大幅削減

［申請者］
中部電力（株）、三菱UFJリース（株）、三機工業（株）、

（株）トヨタエンタプライズ
［設備オーナー］
国立大学法人名古屋大学

【優秀賞】
●関西電力株式会社 羽曳野営業所
中小規模建物における水蓄熱システムの「見え
る化」による運転の合理化

［申請者］
関西電力（株）、（株）蒼設備設計  

［設備オーナー］
関西電力（株）

●大阪・中之島熱供給センター
　（中之島六丁目西地区 地域冷暖房事業）
レトロコミッショニングによる大規模水蓄熱シス
テムの運用改善事例

［申請者］
関電エネルギー開発（株）、特定非営利活動法人建
築設備コミッショニング協会（BSCA）、関西電力（株）

［設備オーナー］
関電エネルギー開発（株）

【奨励賞】
●名古屋東急ホテル
水蓄熱槽の利用率向上による、ランニングコス
トとCO2の削減
［申請者］
中部電力（株）、東急ファシリティサービス（株）

［設備オーナー］
（株）名古屋東急ホテル

●名古屋熱供給株式会社 エネルギーセンター
氷蓄熱システム 放熱ロスおよびポンプ動力の
削減

［申請者］
ジェイアール東海総合ビルメンテナンス（株）

［設備オーナー］
名古屋熱供給（株）

【努力賞】
●千代田会館ビル
熱源設備更新後の運用改善による水蓄熱シス
テムの最適化

［申請者］
新菱冷熱工業（株）

［設備オーナー］
（株）千代田会館

審査委員長　柳原隆司（東京大学大学院工学系研究科建築学専攻特任教授）

「計測なくして管理なし、管理なくして省エネなし」
正しいデータ計測に基づく、 冷静な評価と判断により
省エネルギー・省マネーを実現する

　

審
査
の
観
点
と
し
て
は
、
従
来
同
様
に
、

①
設
計
性
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
運
転

管
理
面
で
創
意
工
夫
さ
れ
た
事
例
、
②
制

御
方
法
な
ど
運
転
管
理
手
法
等
の
改
善
で

効
果
が
あ
っ
た
事
例
、
③
蓄
熱
設
備
の
改

修
・
工
夫
に
よ
り
効
果
が
あ
っ
た
事
例
、
④

そ
の
他
、
運
転
管
理
に
関
し
て
新
規
性
、

創
造
性
等
が
あ
る
事
例
を
高
評
価
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
応
募
８
件
と
も
に
レ
ベ
ル
が
高

か
っ
た
の
で
す
が
、
う
ち
２
件
に
つ
い
て

は
、
改
善
と
い
う
よ
り
は
改
修
が
主
体
で

あ
り
、
ま
た
デ
ー
タ
不
足
に
よ
る
判
断
未

了
の
た
め
、
選
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
年
度
以
降
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
は
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
・

附
属
病
院（
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
）中
央
診
療

棟
で
す
。
各
種
の
計
測
・
解
析
を
実
施
し
、

的
確
に
問
題
点
を
抽
出
。
既
存
設
備
を
残

し
な
が
ら
も
、
排
熱
回
収
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

の
増
設
お
よ
び
既
存
蓄
熱
槽
の
有
効
利

用
に
よ
り
、
大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省

C
O₂
、
省
コ
ス
ト
を
実
現
し
ま
し
た
。
ま

た
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
か
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
運
転
管
理
に
い
た
る
ま
で
、
各
組

織
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
た
長
期
に
わ
た

る
改
善
活
動
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
の
第
一
は
、
関
西
電
力
株
式
会

社
羽
曳
野
営
業
所
で
す
。
既
存
の
計
測
装

置
を
利
用
し
て
蓄
熱
運
転
の
見
え
る
化
を

実
施
。
蓄
熱
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
遠
隔
監

視
・
制
御
に
よ
り
、
熱
源
電
力
量
の
夜
間

移
行
率
の
向
上
、
電
力
ピ
ー
ク
時
間
帯
の

最
大
電
力
低
減
、
熱
源
機
Ｃ
Ｏ
Ｐ
向
上
を

実
現
し
ま
し
た
。
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
き
、

改
善
を
続
け
た
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
の
第
二
は
、
大
阪
・
中
之
島
熱
供

給
セ
ン
タ
ー
で
す
。詳
細
な
計
測
と
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、レ
ト
ロ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ニ
ン
グ
を
実
施
し
、き
め
細
か
な
運
用
改
善

を
実
現
。
熱
源
の
部
分
負
荷
運
転
の
回
避

や
冷
温
切
り
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
調
整

な
ど
、
地
域
冷
暖
房
と
い
う
プ
ラ
ン
ト
な

ら
で
は
の
改
善
努
力
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

奨
励
賞
の
第
一
は
、
名
古
屋
東
急
ホ
テ

ル
。
過
去
に
表
彰
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
低
層
部
に

し
か
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
蓄
熱
槽
を
高

層
部
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
、

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
継
続

的
な
環
境
配
慮
へ
の
姿
勢
が
高
く
評
価
さ

れ
て
お
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
改
善
も
期

待
で
き
る
好
事
例
で
す
。

　

奨
励
賞
の
第
二
は
、
名
古
屋
熱
供
給
株

式
会
社
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
。
カ
プ
セ

ル
方
式
の
氷
蓄
熱
に
つ
き
も
の
で
あ
る
放

熱
ロ
ス
を
、
蓄
熱
温
度
と
蓄
熱
時
間
の
調

整
に
よ
り
削
減
す
る
と
と
も
に
、
蓄
熱
時

に
使
用
す
る
ブ
ラ
イ
ン
ポ
ン
プ
の
運
転
方

法
改
善
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。
各
種
計
測
に
よ
り
状
況
を
的
確

に
把
握
、
問
題
点
を
抽
出
し
て
、
改
善
に

結
び
つ
け
る
手
法
は
模
範
的
で
す
。

　

努
力
賞
は
、
千
代
田
会
館
ビ
ル
で
す
。

熱
源
の
更
新
に
と
も
な
い
、
水
蓄
熱
槽
の

熱
挙
動
を
解
析
し
、
二
次
側
機
器
の
再
調

整
を
含
め
た
シ
ス
テ
ム
全
体
の
運
転
適
正

化
を
実
現
。
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
系
の
流
量
調

整
、
チ
ラ
ー
入
口
温
度
の
適
正
化
に
よ
り
、

蓄
熱
槽
利
用
温
度
差
の
拡
大
や
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
チ
ラ
ー
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
改
善
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
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名
古
屋
大
学
は
、
1
8
7
1
年
に
尾

張
藩
仮
医
学
校
と
し
て
設
立
、
そ
の
後
、

1
9
3
9
年
に
名
古
屋
帝
国
大
学
と
な

り
、
昨
年
、
創
基
1
4
0
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
今
回
の
改
善
事
例
は
、
医
学
研

究
科
と
附
属
病
院
の
あ
る
鶴
舞
キ
ャ
ン

パ
ス
で
す
。
空
調
設
備
は
、
ボ
イ
ラ
ー
、

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
C
G
S
）と
蒸
気
吸
収
式
冷
凍
機
、
蓄
熱

槽
を
主
体
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
し
た
が
、

経
年
や
機
能
劣
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
単
価
の

変
動
も
あ
り
、
空
調
シ
ス
テ
ム
全
体
の
見

直
し
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
空
調
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
に
あ
た

り
、
２
つ
の
問
題
意
識
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

①
C
G
S
は
本
当
に
高
効
率
で
、
コ
ス
ト
削

減
に
寄
与
し
て
い
る
か
、
②
蓄
熱
槽
が
活
用

さ
れ
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
貢
献
し
て
い
る
か
、

と
い
う
２
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
建
物
別
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
、C
O₂
排
出
量
な
ど
の

現
状
把
握
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
中
央
診
療
棟
が
一
番
C
O₂

排
出
量
が
多
く
、
蓄
熱
槽
も
あ
り
、
各
種
の

熱
源
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
を

見
直
す
前
に
、
こ
こ
を
モ
デ
ル
と
し
て
見
直

す
こ
と
に
し
ま
し
た（
図
1
）。

　

中
央
診
療
棟
で
は
、
年
間
を
通
し
て
蒸
気

熱
源
の
冷
温
水
負
荷
が
多
く
あ
り
、
し
か
も

夏
期
に
お
い
て
再
熱
用
の
温
水
負
荷
が
多

い
こ
と
が
特
徴
で
し
た（
図
２
）。

　

負
荷
側
の
使
用
実
態
と
熱
源
側
の
問
題

点
が
わ
か
っ
た
こ
と
で
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の

運
用
改
善
を
電
力
デ
マ
ン
ド
の
出
な
い
中

間
期
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
ベ
ー
ス
運
転
機
を
蒸
気
吸
収
式
か
ら
効

率
の
高
い
水
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
に

変
更

●
ボ
イ
ラ
ー
蒸
気
と
吸
収
式
に
よ
る
冷
水
蓄

熱
運
転
を
休
止

●
外
調
機
で
冷
却
除
湿
し
再
熱
し
て
い
た

が
、
そ
の
吹
出
露
点
温
度
を
年
間
一
律

（
７
℃
）か
ら
季
節
別
に
変
更
し
、
蒸
気
量
を

約
50
％
削
減

　

空
調
シ
ス
テ
ム
の
運
用
実
態
の
把
握
と

改
善
結
果
か
ら
、
更
新
に
よ
り
大
幅
な
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
図
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の

で
、
次
の
計
画
を
立
案
し
ま
し
た
。

●
年
間
を
通
じ
冷
温
水
負
荷
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
排
熱
回
収
型
水
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ

ラ
ー
を
増
設

●
水
蓄
熱
槽
を
蒸
気
吸
収
式
冷
凍
機
か
ら
水

冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
に
配
管
接
続
切

り
替
え

●
C
G
S
を
休
止
し
、
非
常
用
発
電
機
に
運

用
替
え

　

更
新
計
画
に
基
づ
き
、E
S
C
O
に
よ
り

設
備
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
通
常

型
E
S
C
O
で
は
な
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

の
施
設
・
運
転
管
理
を
含
む
、
よ
り
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
が
高
い
管
理
一
体
型
E
S
C
O
を

導
入
。
こ
れ
に
よ
り
、
品
質
と
信
頼
性
の
高

い
施
設
・
運
転
管
理
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、６
年
と
い
う
長
い
間
継
続
し
て

取
り
組
み
、多
く
の
改
善
を
実
施
し
ま
し
た
。

既
存
設
備
を
可
能
な
限
り
利
用
し
つ
つ
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ・蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
の
運
転
は
従
来
の
５
倍
と
な
り
、

約
３
８
８
０
ｔ
の
C
O₂
削
減
、９
０
０
０
万

円
の
コ
ス
ト
削
減（
図
３
〜
図
５
）と
大
き
な

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
善
は
、
現
状
把
握
か
ら
改
善
試

行
、
そ
し
て
結
果
分
析
、
更
新
計
画
立
案
と

継
続
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
、

全
国
初
と
な
る
管
理
一
体
型
E
S
C
O
に

引
き
継
が
れ
、
大
学
と
E
S
C
O
事
業
者
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
改
善
提
案
の
積
み
上

げ・
実
施
に
よ
り
、
通
常
型
E
S
C
O
を
上

回
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー・
省
C
O₂・
省
コ
ス
ト

が
実
現
で
き
ま
し
た
。
名
古
屋
大
学
は
、
今

後
も「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
普

及
促
進
」に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
現
状
の
把
握
と

空
調
シ
ス
テ
ム
の
課
題

②
運
用
改
善
に
よ
る
省
エ
ネ

③
設
備
改
善
計
画
の
立
案

④
管
理
一
体
型

E
S
C
O
事
業
の
導
入

⑤
効
果
の
ま
と
め

複合熱源を有する蓄熱システムの
運転管理・改善によるコストとCO2 の大幅削減

【申請者】中部電力（株）、三菱 UFJリース（株）、三機工業（株）、（株）トヨタエンタプライズ
【設備オーナー】国立大学法人名古屋大学　　【発表者】名古屋大学 山口博行

⑥
お
わ
り
に
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①
発
停
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

見
直
し

　

関
西
電
力
羽
曳
野
営
業
所
は
、
延
床
面

積
4
3
3
1
㎡
の
中
小
規
模
事
務
所
建
物

で
す
。
昭
和
43
年
の
竣
工
当
初
よ
り
、
地

下
ピ
ッ
ト
を
活
用
し
た
連
結
混
合
型
水
蓄

熱
槽（
１
５
０
㎥
）に
よ
る
、
蓄
熱
式
空
調

シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
降
、

改
修
を
重
ね
、
現
在
で
は
空
気
熱
源
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー（
Ｒ

-

１
、
Ｒ

-

２
）に

よ
り
冷
暖
房
期
間
と
も
に
夜
間
蓄
熱
を
行

う
空
調
シ
ス
テ
ム（
図
１
）と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
、
運
転
管
理
員
が
駐
在
し
て
い

な
い
中
小
規
模
建
物
に
お
け
る
蓄
熱
運
転

の「
見
え
る
化
」を
目
的
に
、
遠
隔
監
視
・
遠

隔
操
作
機
能
を
有
す
る
汎
用
蓄
熱
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
を
開
発
し
、
平
成
22
年
夏
期
に

導
入
す
る
こ
と
で
、
蓄
熱
運
転
の
改
善
を

行
い
ま
し
た
。
以
下
に
、
そ
の
改
善
内
容

を
示
し
ま
す
。

　

改
善
前
は
、
冷
暖
房
期
間
と
も
に
22
時

か
ら
の
蓄
熱
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
お

り
、
満
蓄
後
か
ら
空
調
開
始
ま
で
の
時
間

に
蓄
熱
槽
か
ら
自
然
放
熱
さ
れ
る
熱
ロ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
夜
間
蓄
熱
運

転
の
必
要
時
間
を
計
測
デ
ー
タ
よ
り
確
認

し
、
空
調
開
始
直
前
に
満
蓄
と
な
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
す
る
こ
と
で
熱
ロ
ス
の

最
小
化
を
図
り
ま
し
た（
図
２
）。
ま
た
、

電
力
負
荷
平
準
化
を
目
的
に
、
冷
房
時
に

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
時
間
を
設
定
し
、
熱
源
停

止
に
よ
る
約
１
１
０
kW
の
確
実
な
電
力
削

減
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
更
新
に
よ
り
、
蓄

熱
槽
内
の
温
度
分
布
や
残
蓄
熱
量
の
経
時

変
化
が
計
測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
空
調
終
了
時
に
残
蓄
熱
量
が
最
小

と
な
る
よ
う
、
各
時
刻
の
目
標
残
蓄
熱
量

他
を
調
整
。
そ
の
結
果
、
冷
房
時
の
夜
間
移

行
率
を
約
５
％
拡
大
、
平
日
の
熱
源
シ
ス

テ
ム
電
力
消
費
量
を
約
13
％
低
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た（
い
ず
れ
も
、
同
等
の
日

平
均
外
気
温
ベ
ー
ス
で
の
比
較
）。

　

ま
た
、
暖
房
時
は
空
調
負
荷
が
小
さ
く
、

夜
間
蓄
熱
の
み
で
昼
間
を
ま
か
な
え
る
こ

と
が
判
明
し
た
た
め
、
①
の
対
策
に
て
昼

間
の
追
従
運
転
を
中
止
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
改
善
前
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
昼

間
の
追
従
運
転
が
な
く
な
り
、
夜
間
移
行

率
は
１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
述
の
通
り
、
暖
房
時
の
空
調
負
荷
は

き
わ
め
て
小
さ
く
、
外
気
処
理
程
度
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
改
善
前
の
蓄
熱
制
御
で
は
、
空

調
終
了
時
の
残
蓄
熱
量
が
大
き
く
、
蓄
熱

容
量
が
過
大
で
あ
る
た
め
、
対
策
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
熱
源
機
の
温
水
出
口
温
度
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
で
、
熱
源
機
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

の
向
上
を
図
っ
た
の
で
す
。
改
善
前
は
、

45
℃
で
あ
っ
た
温
水
出
口
温
度
を
、
二
次

側
負
荷
と
槽
内
温
度
分
布
を
確
認
し
な
が

ら
段
階
的
に
引
き
下
げ
、
38
℃
ま
で
低
減
。

結
果
と
し
て
、
熱
源
機（
Ｒ

-

１
）の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
を
約
10
％
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た（
低
外
気
温
時
で
の
比
較
）。

　

こ
こ
で
、
空
調
終
了
時
の
蓄
熱
槽
平
均

温
度
が
依
然
と
し
て
高
く
、
さ
ら
に
低
い

温
水
温
度
で
の
暖
房
も
可
能
と
考
え
、
１

日
お
き
に
夜
間
蓄
熱
運
転
を
行
う
隔
日
蓄

熱
運
転
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
１
回
の

蓄
熱
時
間
は
増
え
た
も
の
の
、
蓄
熱
槽
利

用
温
度
差
が
５
℃
→
８
℃
に
拡
大
し
、
放

熱
時
の
槽
平
均
温
度
も
さ
ら
に
低
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
た
め
、
さ
ら
な
る
熱
ロ
ス

低
減
と
熱
源
機
Ｃ
Ｏ
Ｐ
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

前
述
し
た
改
善
策
は
、
最
小
限
の
現
場

対
応
を
除
い
て
、
遠
隔
地
か
ら
の
監
視
・
操

作
に
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
更

新
し
た
機
器
は
開
発
し
た
汎
用
蓄
熱
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
の
み
で
、
計
装
機
器
な
ど
は

既
存
流
用
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
小
規
模
か
つ
運
転
管

理
者
不
在
の
建
物
で
あ
っ
て
も
、
ミ
ニ
マ

ム
な
投
資
に
よ
る
蓄
熱
の「
見
え
る
化
」を

行
う
こ
と
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
つ
適
正

な
蓄
熱
運
転
制
御
が
行
え
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
合
理
的
か
つ
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
蓄
熱
空
調
運
転
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

②
昼
間
追
従
制
御
の

適
正
化
（
図
3
）

③
暖
房
時
の

蓄
熱
温
度
の
緩
和
（
図
4
）

中小規模建物における水蓄熱システムの
「見える化」による運転の合理化
【申請者】関西電力（株）、（株）蒼設備設計  
【設備オーナー】関西電力（株）　　【発表者】関西電力（株）田口雄一郎
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大
阪
・
中
之
島
熱
供
給
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
4
年
11
月
に
事
業
開
始
し
た
、
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
施
設

な
ど
に
冷
水
・
温
水
の
供
給
を
行
う
地
域
冷

暖
房
プ
ラ
ン
ト
で
す（
図
1
）。平
成
19
年
3

月
に
は
、
隣
接
す
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
熱

源
機
器
更
新
時
に
地
域
冷
暖
房
を
導
入
し

た
こ
と
か
ら
、熱
源
機
器
を
増
強
し
、ま
た
、

同
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
持
つ
大
規
模
蓄
熱
槽

を
含
め
た
運
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
以
前
よ
り
レ
ト
ロ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
需
要
家
の
増
加
に
と
も
な

う
熱
源
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
新
た
な
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
と

し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
総
合

的
な
運
用
改
善
を
図
り
、
期
間
受
電
電
力

量
3.
3
%
削
減
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
換
算

C
O
P
6.
5
%
向
上
を
達
成
し
ま
し
た
。

本
活
動
の
主
な
成
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

熱
回
収
型
タ
ー
ボ
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
、

温
水
需
要
が
設
計
時
の
想
定
よ
り
少
な

く
、
熱
回
収
運
転
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
製
氷
熱
回
収
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
の
部
分
負
荷
運
転
で
、
温
水
の
供
給
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
需
要
家
の
増
加
に
と
も
な
い
、

外
部
蓄
熱
槽
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
既
設

の
冷
温
切
替
型
蓄
熱
槽
と
併
用
す
れ
ば
、

タ
ー
ボ
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
の
熱
回
収
運
転

が
可
能
と
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
温
水
槽
と
し
て
使
用
す
る
と
、

冷
水
供
給
に
支
障
を
き
た
す
心
配
が
あ
り

ま
す
。
実
施
に
向
け
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
冷
水
の
日
負
荷
が

3
0
0
GJ
以
下
で
あ
れ
ば
、
冷
温
切
替
型

蓄
熱
槽
は
温
水
運
用
で
も
冷
水
供
給
に
問

題
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

冷
温
切
替
型
蓄
熱
槽
の
冷
水
運
用
期
間
を

6
カ
月
間
か
ら
3
カ
月
間
に
短
縮
し
、
温

水
運
用
期
間
を
タ
ー
ボ
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に

よ
る
熱
回
収
運
転
期
間
と
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
運
用
し
た
と
こ
ろ
、
機
器
調
整

に
時
間
を
要
し
た
こ
と
、
運
用
上
ど
う
し

て
も
余
裕
を
持
っ
た
運
用
を
行
っ
て
し
ま

う
こ
と
、
日
負
荷
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
と

熱
回
収
運
転
が
行
え
な
い
こ
と
、
な
ど
か

ら
、
当
初
は
熱
回
収
運
転
比
率
が
期
待
し

た
ほ
ど
向
上
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

運
転
比
率
改
善
に
向
け
て
の
対
策
を
継
続

し
て
行
う
こ
と
で
、
年
々
運
転
比
率
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
改
善
対
象
期
間
の
プ
ラ
ン
ト
一
次
換

算
Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
1.
0
1
0
か
ら
1.
0
7
6

に
向
上
し
ま
し
た（
平
成
22
年
度
）。

　

外
部
蓄
熱
槽
に
蓄
熱
を
行
う
際
に
設

置
し
た
搬
送
ポ
ン
プ
は
、
経
路
抵
抗
が
設

計
よ
り
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
ポ
ン
プ
揚

程
が
過
大
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ポ
ン
プ
出
口
弁
を
全
開
で
運
用
す
る

と
、
振
動
が
発
生
し
て
い
た
の
で
す
。
ま

た
、
ポ
ン
プ
保
護
用
圧
力
ス
イ
ッ
チ
の
感

度
不
足
に
よ
る
低
流
量
時
の
検
知
不
良
も

あ
り
、
出
口
弁
開
度
を
30
％
ま
で
絞
り
運

用
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ポ
ン
プ
出
口
弁
を
1
0
0
％

と
し
た
場
合
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
試

算
す
る
と
、
24
％
の
ポ
ン
プ
消
費
電
力
量

を
削
減
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

改
善
運
用
に
向
け
て
、
圧
力
ス
イ
ッ
チ

の
取
り
替
え
や
エ
ア
抜
き
配
管
の
改
良

な
ど
を
行
い
、
平
成
20
年
度
よ
り
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
電
力
量
は

3
万
5
0
0
0
k
W
h（
ポ
ン
プ
の
期
間

消
費
電
力
量
の
28
％
）削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

以
上
の
項
目
の
ほ
か
、
蓄
熱
運
転
制
御

法
の
最
適
化
な
ど
、
詳
細
な
運
転
実
績

デ
ー
タ
の
分
析
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
レ
ト
ロ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ニ
ン
グ
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
外
部

か
ら
の
観
点
で
新
た
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
項
目
を
発
見
で
き
た
こ
と
、
事
前
に
定

量
的
な
改
善
効
果
を
把
握
で
き
た
こ
と
、

運
用
変
更
に
よ
る
設
備
管
理
者
の
不
安
を

事
前
に
払
拭
で
き
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
改
善
策
の
実
施
に
は
設
備

改
修
な
ど
時
間
や
費
用
が
必
要
と
な
る
こ

と
も
あ
る
が
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ら

な
る
効
率
的
な
運
転
が
で
き
る
よ
う
、
改

善
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

レトロコミッショニングによる
大規模水蓄熱システムの運用改善事例

【申請者】関電エネルギー開発（株）、特定非営利活動法人建築設備コミッショニング協会（BSCA）、関西電力（株）
【設備オーナー】関電エネルギー開発（株）　　【発表者】関電エネルギー開発（株） 井上博史

熱
源
シ
ス
テ
ム
の

運
用
改
善
（
図
2
・
図
3
）

経
路
抵
抗
の
改
善
（
図
4
）

お
わ
り
に
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付
加
価
値
向
上
を
テ
ー
マ
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現

〜
富
士
通
I
T
プ
ロ
ダ
ク
ツ
で
の
導
入
事
例
〜

を
実
現
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
課
題
に
対
し
て
、
現
場
レ

ベ
ル
で
高
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
意
識
を

持
っ
て
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

  

「
使
用
電
力
の
最
大
値
を
下
げ
る
だ

け
で
は
な
く
、
使
用
量
×
時
間
と
い
う

『
面
』
で
と
ら
え
る
こ
と
が
、
節
電
の

ポ
イ
ン
ト
。
付
加
価
値
を
生
ま
な
い
ム

ダ
を
徹
底
的
に
削
る
工
夫
は
、
結
果
的

に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
つ
な
が
る
は
ず

で
す
」
と
、
同
社
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
士
は
強
調
し
た
。

間
は
空
調
を
止
め
ら
れ
な
い

た
め
、
残
り
２
台
の
熱
源
設

備
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
と
し

て
使
用
。
ま
た
、
電
源
の
規

格
を
２
０
０
Ｖ
か
ら
４
０
０

Ｖ
に
変
更
、
配
管
工
事
を
休

日
に
行
う
と
い
っ
た
苦
労
の

甲
斐
あ
っ
て
、
導
入
後
は
重

油
の
燃
料
費
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に

な
り
、
電
力
使
用
率
も
予
想
以
上
に
低

減
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。「
緊
急
時

に
備
え
て
熱
源
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

を
整
え
て
い
た
こ
と
が
、
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
で
役
立
ち
ま
し
た
。
イ
ン
バ
ー
タ
制

御
に
加
え
、C
O
P
が
向
上
し
て
補
助

用
の
電
気
式
チ
ラ
ー
が
不
要
に
な
っ
た

こ
と
が
、
省
電
力
化
の
大
き
な
要
因
で

す
」
と
、
施
設
管
理
担
当
の
総
務
担
当

部
長
は
振
り
返
る
。

　

ま
た
、
同
社
は
電
気
室
の
ブ
レ
ー

カ
ー
す
べ
て
に
計
測
装
置
を
設
置
し

て
、
工
場
内
の
ど
こ
で
、
ど
れ
だ
け
の

電
力
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
社
員
が

確
認
で
き
る
「
使
用
電
力
の
見
え
る
化
」

節
電
は「
面
」
で
と
ら
え
る

視
点
が
大
切

　

株
式
会
社
富
士
通
I
T
プ
ロ
ダ
ク
ツ

は
、
富
士
通
グ
ル
ー
プ
の
主
要
な
国
内

製
造
拠
点
の
ひ
と
つ
。U
N
I
X
サ
ー

バ
や
基
幹
I
A
サ
ー
バ
、
メ
イ
ン
フ

レ
ー
ム
、
ス
ト
レ
ー
ジ
と
い
っ
た
高
性

能
な
電
子
機
器
を
製
造
し
て
お
り
、
次

世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
」

も
こ
こ
で
製
造
、
出
荷
さ
れ
た
。

　

こ
の
工
場
で
は
、
半
導
体
素
子
の
製

造
か
ら
プ
リ
ン
ト
基
板
や
機
器
の
組
み

立
て
ま
で
を
一
貫
生
産
し
て
い
る
。
半

導
体
素
子
は
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
製
造

さ
れ
る
た
め
、
プ
リ
ン
ト
基
板
や
装
置

の
組
み
立
て
、
試
験
と
い
っ
た
工
程
に

も
、
通
年
の
温
湿
度
管
理
が
欠
か
せ
な

い
。
製
品
の
通
電
試
験
は
夜
間
に
も
頻

繁
に
行
わ
れ
る
た
め
、
工
場
内
は
24
時

間
の
空
調
管
理
が
不
可
欠
だ
。

　

２
０
１
１
年
の
１
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
、
工
場
に
あ
る
３
つ
の
空
調
設

備
の
熱
源
の
ひ
と
つ
を
、
重
油
を
燃
料

と
す
る
吸
収
式
冷
温
水
機
か
ら
、
イ
ン

バ
ー
タ
を
搭
載
し
た
タ
ー
ボ
冷
凍
機
に

切
り
替
え
た
。
工
場
が
稼
働
し
て
い
る

冷
却
効
率
の
向
上
と

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
両
立

［
導
入
機
器
］

タ
ー
ボ
冷
凍
機
（
三
菱
重
工
）

型
式
：
Ｅ
Ｔ
Ｉ
ー
50
（
５
０
０
Ｕ
Ｓ
Ｒ
t
） 上）新たに導入したターボ冷凍機

下）サツマイモ栽培による屋上緑化。断熱
効果で省エネルギー化を図る

スーパーコンピュータ「京」。
スパコンの総合的な性能を
評価するHPCチャレンジ賞

（2011年）の4部門すべてで
1位を獲得した
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る
。
1
9
9
7
年
か
ら
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
制
御
の
集
中
配
湯
シ
ス
テ
ム
を

採
用
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
温

泉
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
全
国

を
か
け
ま
わ
る
同
組
合
の
四
宮
博
常
務

理
事
は
こ
う
話
す
。

　
「
洞
爺
の
源
泉
温
度
は
有
珠
山
の
変

化
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
は

変
化
が
あ
る
ご
と
に
温
度
の
高
い
泉
源

を
探
し
て
掘
り
直
し
て
い
ま
し
た
が
、

　

天
然
の
資
源
に
恵
ま
れ
た
洞
爺
湖
温

泉
街
は
、
明
治
時
代
か
ら
歴
史
を
重
ね

る
北
海
道
を
代
表
す
る
温
泉
郷
だ
。

　

同
温
泉
郷
で
は
洞
爺
湖
温
泉
利
用
協

同
組
合
に
よ
っ
て
源
泉
が
管
理
さ
れ
て

お
り
、
貯
湯
槽
に
汲
み
上
げ
ら
れ
た
源

泉
が
加
温
さ
れ
、
各
施
設
に
配
湯
さ
れ

土
地
の
資
源
を
活
用
し
た

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム

こ
れ
か
ら
は
“
今
あ
る
資
源
”
を
い
か

に
工
夫
す
る
か
を
考
え
る
時
代
だ
と
思

う
の
で
す
」

　

限
り
あ
る
資
源
を
一
括
管
理
し
、
今

あ
る
源
泉
の
有
効
利
用
を
選
択
し
た

同
組
合
。
当
初
の
熱
源
に
は
重
油
ボ
イ

ラ
ー
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
燃
料

の
高
騰
化
に
よ
る
コ
ス
ト
増
と
と
も

に
、
地
球
温
暖
化
に
と
も
な
っ
て
上

昇
す
る
C
O
2

を
削
減
す
る
た
め
に
、

2
0
0
8
年
2
月
よ
り
「
温
泉
排
熱
利

用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
」
が
導
入

さ
れ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ホ
テ
ル

な
ど
か
ら
排
湯
さ
れ
る
35
℃
前
後
の
熱

を
利
用
し
て
熱
源
水
を
温
め
、
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
で
採
熱
、
源
泉
を
加
温
す
る
。

現
在
は
重
油
ボ
イ
ラ
ー
を
全
く
使
わ
ず
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
み
で
配
湯
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
C
O
2

排
出
量
の
削
減
に

も
効
果
が
あ
る
。
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）
の
開
催
以

前
か
ら
、
環
境
問
題
も
視
野
に
入
れ
た

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
温
泉
排
湯
を
利
用
す

る
試
み
は
全
国
で
初
だ
っ
た
と
い
う
。

洞爺湖温泉利用協同組合
常務理事　四宮博氏

洞爺山水ホテル和風の駐車場に設置されているキュートン本体

南千歳駅

札幌駅

洞爺駅

エコキュートがやってきた

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
と
つ
く
る

環
境
観
光
都
市

　

同
組
合
で
は
こ
の
よ
う
に
、
資
源
活

用
、
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
つ
つ
も
、

C
O
2

削
減
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
を
す
す
め
て
き
た
。
さ

ら
に
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
給
湯
に
空
気

熱
源
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
導
入
を
検

討
。
北
海
道
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
ら

れ
る
「
一
村
一
炭
素
お
と
し
」
事
業
に

認
定
さ
れ
、
2
0
1
1
年
12
月
よ
り

4
カ
所
の
宿
泊
施
設
に
1
台
ず
つ
、
マ

イ
ナ
ス
25
℃
の
極
寒
条
件
で
も
90
℃

の
熱
湯
が
供
給
で
き
る
業
務
用
C
O
2

給
湯
機
（
キ
ュ
ー
ト
ン
）
を
設
置
し
た
。

　
「
現
在
は
夜
間
電
力
で
お
湯
を
沸
か

し
、
客
室
の
浴
室
や
厨
房
の
給
湯
に
活

用
し
て
い
ま
す
。
環
境
に
配
慮
し
た
観

光
都
市
づ
く
り
に
率
先
し
て
取
り
組
み
、

今
後
、
道
内
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

普
及
し
て
い
け
れ
ば
」
と
四
宮
氏
。
導

入
後
、
わ
ず
か
数
カ
月
で
各
施
設
50
％

以
上
の
C
O
2

排
出
量
削
減
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、今
後
の
動
向
も
注
目
さ
れ
る
。

よ
り
環
境
に
配
慮
し
、

最
先
端
の
環
境
観
光
都
市
に

洞爺山水ホテル和風の貯湯ユニット

エコキュートを採用したホテル

洞爺山水ホテル和風 洞爺観光ホテル ホテルグランドトーヤ 北海ホテル
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全世界で20億tのCO２削減を目標
IEAが建物分野の冷暖房・
給湯技術ロードマップを発表

経
済
成
長
に
と
も
な
い
、
ア
ジ
ア
の

国
々
で
は
、
長
年
、
電
力
の
不
足
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
要

因
は
、
冷
房
用
の
電
力
需
要
に
あ
り

ま
す
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
･
蓄
熱
技
術

は
、
昼
間
の
空
調
電
力
を
大
幅
に
削

減
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
ピ
ー
ク
電

力
抑
制
に
大
変
有
効
で
あ
る
う
え
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
C
O
²
を
同
時
に

図
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
同
技
術
の

ア
ジ
ア
に
お
け
る
一
層
の
普
及
促
進
・

発
展
を
目
的
と
し
て
、
2
０
１
１
年

10
月
4
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
、

日
本
か
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
り
ア
ジ
ア

主
要
国（
日
本
・
中
国
・
イ
ン
ド
・
韓

国
・
ベ
ト
ナ
ム
）の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
関
係

者
が
集
ま
り
、「
ア
ジ
ア
・
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
・
蓄
熱
技
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
設

立
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
ア
ジ
ア
各

国
と
緊
密
な
情
報
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
同
技
術
の
普
及
促
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
主
な
活
動

内
容
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
の
発
行
、
普
及
に
向

け
た
課
題
の
把
握
と
解

決
、
最
新
技
術
･
市

場
動
向
な
ど
の
情
報
共

有
、
冷
媒
管
理
も
含
め

た
技
術
的
課
題
の
整
理

と
対
策
な
ど
で
す
。
将

来
的
に
は
、
技
術
交
流

会
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
イ
ベ
ン
ト
の
共
催
な
ど

の
活
動
も
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
た
、

今
後
は
今
回
の
５
カ
国

以
外
の
ア
ジ
ア
各
国
に

も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加

を
呼
び
か
け
、
参
加
国

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今後も参加国の拡大を目指す
ヒートポンプ･蓄熱技術の普及に向けた
多国間ネットワークを設立

2
０
１
１
年
5
月
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
関（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）は
、
2
０
5
０
年
ま

で
の
世
界
の
C
O
²
排
出
量
半
減
に

向
け
た
、
建
物
分
野（
住
宅
お
よ
び
業

務
用
建
物
）に
お
け
る
冷
暖
房
・
給
湯

技
術
導
入
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
発
表
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、Ｉ
Ｅ
Ａ
の「E

nergy 
Technology P

erspectives

（
エ

ネ
ル
ギ
ー
技
術
展
望
）2
０
１
0
」の

中
で
建
物
分
野
の
主
要
な
地
球
温
暖

化
対
策
技
術
と
し
て
記
載
さ
れ
た
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、
太
陽
熱
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
蓄
熱
の
4
技
術
の
普

及
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
た
も
の
で
す
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
2
０
5
０
年

ま
で
に
建
物
分
野
の
空
調
・
給
湯
用

途
へ
こ
れ
ら
4
つ
の
技
術
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
全
世
界
で
20
億
t
の

C
O
²
削
減
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
果
た
す
役

割
は
大
き
く
、
全
体
の
63
％
に
あ
た
る

12.

５
億
t
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
全
世
界
の
住
宅
へ
の
冷
暖
房
･
給

湯
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
導
入
台
数
目
標

を
2
０
１
0
年
8
億
台（
推
計
値
）か
ら

2
０
５
0
年
35
億
台
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
蓄
熱
技
術

に
対
す
る
期
待
も
大

き
く
、
2
０
５
0
年

ま
で
に
導
入
さ
れ
る

冷
暖
房
・
空
調
技
術

の
半
分
は
蓄
熱
を
組

み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム

2010
0

5

10

15

20

2015 2030 2050

太陽熱 給湯
太陽熱 暖房

コージェネレーション（CFP） 給湯
コージェネレーション（CFP） 暖房

ヒートポンプ 給湯億t
ヒートポンプ 暖房
ヒートポンプ 冷房

総計20億t

ヒートポンプ
による削減CO2

12.5億t

冷暖房・給湯分野の有効技術によるCO2削減効果推移

で
あ
る
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

普
及
に
向
け
た
課
題
と
し
て
、
技

術
の
知
名
度
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
な

ど
を
挙
げ
て
お
り
、
今
後
10
年
間
の

政
策
側
の
主
た
る
取
り
組
み
と
し
て
、

標
準
化
、ラ
ベ
リ
ン
グ
、
補
助
金
な
ど

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
を
提
言
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、各
国
政
府
と
産
業
界

の
情
報
共
有
、
コ
ス
ト
低
減
と
効
率

向
上
の
た
め
の
R
＆
D（
研
究
開
発
）

の
重
要
性
も
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
発
表
さ
れ
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

2
０
0
８
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ

８
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
で
、
Ｉ
Ｅ
Ａ

に
作
成
要
請
の
あ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ひ
と
つ
で
、
今
後
、

国
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
反
映
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

出典：Technology Roadmap (Energy-efficient Buildings: Heating and Cooling Equipment) IEA
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セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

11省庁3団体の後援（予定）と多数の機関・団体が協賛
ヒートポンプ・蓄熱システムのさらなる普及に向けて

7 月に「蓄熱月間」がスタート
　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
1
9
9
8
年
よ
り
、

冷
房
需
要
が
本
格
化
す
る
毎
年
７
月
を「
蓄

熱
月
間
」と
提
唱
し
、
地
球
環
境
問
題
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決
に
最
も
有
効
と
考
え
ら

れ
る
、「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
」

の
普
及
に
向
け
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

の
活
発
化
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
経
済
産
業
省
な
ど
の
11
省
庁
3

団
体
の
後
援（
予
定
）や
、
関
係
諸
機
関
・

諸
団
体
の
協
賛
を
得
て
、「
蓄
熱
月
間
」を

展
開
し
ま
す
。

　

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
は
、
日

本
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
最
先
端
の
環
境
・

省
エ
ネ
技
術
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解

決
の
切
り
札
と
し
て
、
日
本
だ
け
で
な
く
海

外
で
も
さ
ら
な
る
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
投
入
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
数
倍
の
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
と

蓄
熱
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
昼
間
最
大

電
力
の
削
減
と
省
エ
ネ
・
省
C
O
²
を
同
時

に
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
「
蓄
熱
月
間
」で
は
、
こ
う
し
た
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
全
国
各
地
に
お
い
て
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
貢
献
い
た
だ
い
た
企
業
・

団
体
へ
、
当
セ
ン
タ
ー
よ
り
感
謝
状（
盾
）の

贈
呈
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

「ENEX2012」「HVAC＆R JAPAN 2012」へ出展
ヒートポンプ・蓄熱システムによる

昼間電力の削減などを紹介
　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
況
を
鑑

み
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス
テ

ム
が
昼
間
電
力
の
削
減
と
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
同
時
に
達
成
で
き
る
こ

と
を
訴
求
す
る
た
め
、「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ

２
０
１
２
」「
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
＆
Ｒ 

Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ 

２
０
１
２
」に
出
展
し
ま
し
た
。

　

各
展
示
会
で
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・

蓄
熱
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
昼
間
電
力
が

削
減
さ
れ
る
様
子
を
表
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ

模
型
を
用
い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
の
し
く
み
を
体
験
模
型
や
原

理
模
型
で「
見
て
」「
触
れ
て
」
学
ん

で
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
最
新
の
導
入

事
例
紹
介
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
、

環
境
優
位
性
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
し
た
。

展示会名称 ENEX2012　第36回地球環境とエネルギーの調和展 HVAC＆R JAPAN 2012　第37回冷凍・空調・暖房展

会期 平成24年2月1日（水）〜 2月3日（金） 平成24年2月14日（火）〜 2月17日（金）

会場 東京ビッグサイト西ホール 東京ビッグサイト東１・東２ホール

主催 （財）省エネルギーセンター （社）日本冷凍空調工業会

来場者数 12,377名 29,556名

ENEX2012

HVAC&R JAPAN 2012



27 COOL&HOT No.42

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
シ
ス

テ
ム
の
普
及
・
広
報
、
技
術
者

育
成
を
目
的
に
、
毎
年
継
続
し

て
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
省
エ

ネ
性
・
環
境
性
・
経
済
性
に
優

れ
る
と
と
も
に
、
快
適
性
を
損

な
わ
ず
に
ピ
ー
ク
電
力
を
削
減

で
き
る
蓄
熱
式
空
調
シ
ス
テ
ム

や
、
今
後
の
普
及
が
期
待
さ
れ

る
業
務
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

今後の活躍が期待される業務用ヒートポンプ給湯も対象に
平成24年度も各種セミナーを全国主要都市で開催中

第一線で活躍している設計者・設備技術者を招聘
平成24年度「蓄熱技術研修会」受講者募集中

レベル 種類 コース名 開催都市 開催日時（予定） 参加費

初級 基本設計

①水蓄熱・初級コース
東京① 平成24年　 月　 日（水）

3,000円東京② 平成25年　 月　 日（水）
名古屋 平成24年　 月　 日（水）

②氷蓄熱・初級コース
東京① 平成24年　 月　 日（火）

3,000円東京② 平成25年　 月　 日（水）
大阪 平成24年　 月　 日（水）

中級

計画・設計・
評価

③氷蓄熱・設計コース
東京 平成24年　 月　 日（水）

3,000円
大阪 平成24年　 月　 日（水）

④
水蓄熱・設計コース

   （2日間連続）
東京 平成24年　 月　 日（火）・　 日（水） 6,000円

⑤氷蓄熱・設計・応用コース 東京 平成24年　 月　 日（水） 3,000円

運用・
リニューアル

⑥
蓄熱システム・

    コミッショニングコース 東京 平成25年　 月　 日（火） 3,000円

⑦
水蓄熱・運用保全コース

   （講義のみの受講も可） 東京 講　　義：平成24年　 月　 日（火）
実技講習：平成24年　 月　 日（水） 3,000円

⑧
蓄熱システム・

    リニューアルコース 東京 平成24年　 月　 日（水） 3,000円

中上級 総合 ⑨
水蓄熱・修得コース

   （2泊3日） 富士吉田  平成24年　 月　 日（水）〜　 日（金） 23,000円

問い合わせ先：一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター　蓄熱技術部　
TEL: 03-5643-2403　FAX: 03-5641-4501
各種セミナー、研修会の詳細や申込方法は、ホームページをご覧ください。多数のご参加をお待ちしております。
※本セミナーは、建築 CPD 運営会議、空気調和・衛生工学会および建築設備技術者協会の CPDコースのポイント加算の対象となります。

　

こ
の
研
修
会
は
、
蓄
熱
技
術
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
当
セ
ン

タ
ー
に
て
発
行
し
て
い
る
技
術
基
準
類（
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
第
一
線

で
活
躍
中
の
設
計
者
、
設
備
技
術
者
の
方
々
を

講
師
に
迎
え
て
行
う
も
の
で
す
。
全
9
コ
ー
ス

計
14
回
開
催
い
た
し
ま
す（
開
催
期
間
：
平
成
24

年
6
月
〜
平
成
25
年
2
月
）。

蓄熱技術研修会

詳細は当財団ホームページを
ご覧ください。

平成24年度

276
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8

19

29

19

3
13
10
5

288

711 9

29

12
7
2
10

12

1

1610
1710

9

8
11

1

ヒートポンプ・蓄熱センター 検索
http://www.hptcj.or.jp/

無料

平成24年度

表 1：電力負荷平準化・省エネ社会実現に向けた
ヒートポンプ・蓄熱システム普及セミナー

詳細は当財団ホームページをご覧ください。

地域 開催日時（予定） 開催都市

北海道 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:10 札幌市

東北 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:10 郡山市

関東 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:10 東京都港区

中部 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:10 名古屋市

北陸 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:10 福井市

関西 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:10 大阪市

中国 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:10 広島市

四国 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:10 松山市

九州 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:10 福岡市

沖縄 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:10 那覇市

30

19

8

28

9

21

5

16

27

137

7

11

10

9

11

9

6

10

11

表 2：業務用ヒートポンプ給湯システム　
設計支援セミナー 平成24年度

詳細は当財団ホームページをご覧ください。

地域 開催日時（予定） 開催地

北海道 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:00 札幌市

東北 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:00 仙台市

関東 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:00 東京都墨田区

中部 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:00 名古屋市

北陸 　月　 日（金） 13:15 ～ 16:45 富山市

関西 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:00 大阪市

中国 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:00 岡山市

四国 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:00 高知市

九州 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:00 福岡市

沖縄 　月　 日（金） 13:30 ～ 17:00 那覇市

19

25

20

9

2

14

7

15

12

16

10

6

12

12

11

11

7

5

10

電力負荷平準化対策や省
エネをテーマとして、有識
者による基調講演やヒート
ポンプ・蓄熱システムの優
位性、国の施策、普及状
況、最新技術動向、導入
事例紹介、運用改善事例
などの講演を行います。
参加費：無料

表 1表 2

業務用ヒートポンプ給湯システム
（ボイラーとのハイブリッド給湯
を含む）の設計手法を、当セン
ターで作成した設計ガイドブック
を用いて、第一線の設備技術
者から解説するほか、主要メー
カー各社から実績データに基づ
いた事例紹介などを行います。
参加費：無料



メルマガ会員も
募集中

ヒートポンプ・蓄熱センターの
ホームページがリニューアルしました ！

「ヒートポンプ」や「蓄熱」に関する最新情報はもちろん、
基礎知識から技術情報まで幅広く網羅しています。

POINT

1

導入事例や蓄熱関連機器カタログなどの各種データをはじめ、
ほかでは得られない情報が満載です。

POINT

2

サイト内に検索システムがあるので、
知りたい情報にすばやくアクセスできます。

POINT

3

ヒートポンプ・蓄熱センター 検索

http://www.hptcj.or.jp/
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